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6月中に1歳になるお子さんの顔写真等を広報誌に掲載しませんか？6月中に1歳になるお子さんの顔写真等を広報誌に掲載しませんか？
掲載を希望する場合は、①お子さんの氏名（ふりがな）、②お子さんの性別、③お住まいの掲載を希望する場合は、①お子さんの氏名（ふりがな）、②お子さんの性別、③お住まいの
地区名、④連絡先（電話番号）を明記し、5月7日（木）までに下記窓口（土日祝除く）またはメー地区名、④連絡先（電話番号）を明記し、5月7日（木）までに下記窓口（土日祝除く）またはメー
ルアドレス宛に提出してください。ルアドレス宛に提出してください。

　提出先　揖斐川町役場政策広報課窓口　提出先　揖斐川町役場政策広報課窓口
　　　　　℡22-2111（内線111）　　　　　　℡22-2111（内線111）　
　　　　　　　　　　✉✉kouhou@town.ibigawa.lg.jpkouhou@town.ibigawa.lg.jp
　　※提出された写真は返却できませんので、ご了承ください。※提出された写真は返却できませんので、ご了承ください。

お知らせお知らせ
　本誌に掲載されている行事等については、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、延期　本誌に掲載されている行事等については、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、延期
や中止となることがありますので、あらかじめご了承ください。や中止となることがありますので、あらかじめご了承ください。
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いびがわ図書館完成‼いびがわ図書館完成‼
3月26日（木）、木のぬくもりが感じられる3月26日（木）、木のぬくもりが感じられる
「いびがわ図書館」が完成しました。「いびがわ図書館」が完成しました。
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平成30年度決算 連結財務書類の概要

住民一人当たりの貸借対照表（平成31年3月31日現在人口21,138人）
（家計に例えて説明）

（億円）

Ｈ 29 Ｈ 30
前年度末純資産残高 771 759
純行政コスト △ 216 △ 212
財源 202 192

税収等 149 131
国県補助金 53 61

その他の項目 2 4
本年度末純資産残高 759 743

純資産変動計算書とは、貸借対照表の純資産が１年間でどのように変動したかを表した財務書類です。

（万円）
H29 H30

■資　産
①有形固定資産 424 417
②投資等 26 27
③流動資産 43 42

（万円）
H29 H30

■負　債 140 135

■純資産 353 351

■資　産 （億円）
H29 H30

①有形固定資産 912  881
［学校、道路、橋、町の施設など］

②投資等 56 56
［基金（固定的なもの）、出資金など］

③流動資産 92 90
［現金預金、未収金など］

資産合計 1,060 1,027

■負　債 （億円）
H29 H30

①固定負債 274 258
②流動負債 27 26
負債合計 301 284

■純資産
純資産合計 759 743

負債純資産合計 1,060 1,027

今までに、学校、道
路などを建設するた
めの財源として町が
借金しているお金や、
町の職員全員が年度
末に退職したと仮定
した場合の退職金相
当額などです。

学校、道路などの建
設に使われたお金の
総額です。道路や建
物は減価償却をして
います。

町が借金しているお
金の翌年度の返済予
定額などです。

住宅ローン残高

関係団体への出資金
や基金などで蓄えて
いるお金です。

学校、道路などを建
設するために使った
国や県の補助金や税
金などです。

住宅・土地などの資産
から住宅ローンなどの
負債を引いた残額

現金で持っているも
ののほか、必要時に
すぐ現金化できる基
金、町税などでまだ
収納されていないお
金です。

①住宅・土地
②定期預金・株式
③普通預金・現金

揖斐川町では、住民の皆さんに分かりやすく財政状況に関する情報を提供するため、民間企業会計の手法
を取り入れた「新地方公会計制度」に基づく連結財務書類を作成しました。
連結財務書類とは、連結貸借対照表、連結行政コスト計算書、連結純資産変動計算書のことで、町（一般会
計等、公営事業会計）のみならず、町が設立した第三セクターや加入している一部事務組合等の財務書類を
連結ベースで把握することで、町の全体的な財務実体を見ることができます。連結財務書類を作成することで、
透明性の向上や説明責任が履行されるとともに、資産・債務の適切な管理を行うことが可能となります。

貸借対照表（平成31年3月31日現在）

純資産変動計算書（平成30年4月1日～平成31年3月31日）

貸方〔資金の調達〕
資金をどこから調達したか

借方〔資金の使途〕
資金を何に使ったか
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住民一人あたりの行政コスト計算書
（平成30年4月1日～平成31年3月31日）

連 

結 

対 

象
（ 

連 

結 

財 

務 

書 

類 

）

揖
斐
川
町
全
体

■一般会計等
〇一般会計
〇町営住宅事業特別会計
〇杉原地域土地取得等特別会計
〇徳山ダム上流域公有地化特別会計
〇地域情報特別会計

■公営事業会計
□企業会計

〇上水道事業会計
□特別会計

〇簡易水道特別会計
〇農業集落排水事業特別会計
〇公共下水道事業特別会計（特環）
〇個別排水事業特別会計（個排）
〇個別排水事業特別会計（特生）
〇国民健康保険特別会計
〇国民健康保険直診勘定特別会計
〇後期高齢者医療特別会計
〇小水力発電事業特別会計

一
部
事
務
組
合
等

■一部事務組合
〇揖斐郡消防組合
〇西濃環境整備組合
〇大垣衛生施設組合
〇岐阜県市町村会館組合
〇揖斐郡養基小学校養基保育所組合
〇揖斐川水防事務組合
〇岐阜県市町村職員退職手当組合
〇樫原谷林野組合　
〇足打谷林野組合

■広域連合 
〇揖斐広域連合
〇岐阜県後期高齢者医療広域連合

■地方三公社
〇土地開発公社

■第三セクター等
〇一般財団法人いびがわ
〇株式会社サンシャイン春日

（億円）

H29 H30

経常費用

１ 人にかかるコスト（人件費） 27 26  

２ 物にかかるコスト（物件費等） 91 92  

３ 移転支出的なコスト（移転費用） 110 105  

４ その他のコスト（その他の業務費用） 6 6 

経常費用合計 A 234 229  

経常収益 B 18 17  

純経常行政コスト C=A－B 216 212  

臨時損失 D 0 0

臨時利益 E 0 0

純行政コスト C+D－E 216 212

（万円）

H29 H30
経常費用
１ 人にかかるコスト（人件費） 12 12 
２ 物にかかるコスト（物件費等） 42 43 
３ 移転支出的なコスト（移転費用） 51 50 
４ その他のコスト（その他の業務費用） 3 3 
経常費用合計 A 108 108 
経常収益 B 8 8 
純経常行政コスト C=A－B 100 100
臨時損失 D 0 0
臨時利益 E 0 0
純行政コスト C+D－E 100 100

行政コスト計算書とは、人的サービスや社会保障給付サービスなどに1年間で使った費用などを集計した財務
書類です。

行政コスト計算書（平成30年4月1日～平成31年3月31日）

連結を構成する会計・団体 一覧
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３
月
１８
日（
水
）、
揖
斐
川
町
役
場
公
室
で
、

揖
斐
川
町
へ
の
遺
贈
寄
付
を
希
望
さ
れ
る
方

に
対
し
、
寄
付
者
の
遺
志
が
円
滑
に
実
現
さ

れ
る
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
揖

斐
川
町
と
㈱
大
垣
共
立
銀
行
と
の
間
で
協
定

を
締
結
し
ま
し
た
。

揖
斐
川
町
は
、
町
に
貢
献
し
た
い
と
い
う

相
談
者
の
意
思
を
つ
な
ぎ
、
㈱
大
垣
共
立
銀

行
は
、
東
海
３
県
に
本
店
を
置
く
金
融
機
関

で
は
初
め
て
信
託
業
務
の
兼
営
認
可
取
得
を

し
て
お
り
、
個
人
で
は
困
難
な
遺
言
書
作
成

等
に
お
い
て
、
専
門
的
な
知
見
に
よ
る
助
言

な
ど
を
行
い
ま
す
。

締
結
式
で
は
、
富
田
町
長
と
㈱
大
垣
共
立

銀
行
森
田
常
務
取
締
役
が
協
定
書
に
署
名
を

行
い
、
富
田
町
長
は
、「
揖
斐
川
町
を
想
う
遺

贈
寄
付
者
の
意
思
を
、
未
来
づ
く
り
に
生
か

し
、
紡
い
で
い
き
た
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

３
月
１９
日（
木
）、
上
南
方
地
内
の「
い
び

が
わ
ゆ
め
パ
ー
ク
Ｔ
ｏ
・Ｌ
ｅ
・Ｍ
ｏ（
ト
ゥ
ー

ル
モ
）」
で
、
竣
工
式
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
公
園
は
、
揖
斐
川
町
第
２
次
総
合
計

画
に
お
け
る
基
本
目
標
の
一
つ
で
あ
る「
安

心
な
暮
ら
し
を
み
ん
な
で
支
え
る
ま
ち
」
の

実
現
を
目
指
し
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
、

子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
整
備
し
ま
し
た
。

式
典
の
後
、
一
般
開
放
す
る
と
オ
ー
プ
ン

を
待
ち
わ
び
て
い
た
子
ど
も
た
ち
が
駆
け
出

し
、
滑
り
台
や
ブ
ラ
ン
コ
な
ど
で
元
気
よ
く

遊
ん
で
い
ま
し
た
。

今
後
、
こ
の
公
園
が
子
ど
も
た
ち
の
元
気

で
明
る
い
笑
い
声
の
絶
え
な
い
空
間
と
な
り

ま
す
よ
う
、
施
設
管
理
の
充
実
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

３
月
２６
日（
木
）、
揖
斐
川
町
上
南
方
地
内

の「
い
び
が
わ
図
書
館
」
が
完
成
し
、
竣
工

式
を
行
い
ま
し
た
。

い
び
が
わ
図
書
館
は
、
揖
斐
川
町
第
２
次

総
合
計
画
に
お
け
る
基
本
目
標
の
一
つ
で
あ

る「
豊
か
な
人
間
性
と
郷
土
愛
を
育
む
ま
ち
」

の
実
現
を
目
指
し
、
豊
か
で
美
し
い
森
林
づ

く
り
や
町
民
と
森
の
ふ
れ
あ
い
な
ど
、
木
に

親
し
む
活
動
を
推
進
す
る
た
め
整
備
し
ま
し

た
。こ

の
施
設
は
、
岐
阜
県
産
の
杉
や
ヒ
ノ
キ

を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
、
県
内
初
の
Ｃ
Ｌ
Ｔ

（
板
の
層
を
各
層
で
互
い
に
直
交
す
る
よ
う

に
積
層
接
着
し
た
厚
型
パ
ネ
ル
）
工
法
で
建

設
さ
れ
て
お
り
、
木
の
ぬ
く
も
り
と
温
か
さ

が
感
じ
ら
れ
る
造
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▲元気に遊ぶ子どもたち

い
び
が
わ
図
書
館
が

完
成
し
ま
し
た

「
ま
ち
の
未
来
づ
く
り
に
想
い

を
紡
ぐ
遺
贈
寄
付
に
関
す
る
協

定
」を
締
結
し
ま
し
た

い
び
が
わ
ゆ
め
パ
ー
ク
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た

▲調印式の様子

▲竣工式後に行った内覧の様子

有 料 広 告 欄

有

料

広

告

欄

人
事
交
流
２
年
目
で
す
！

友
好
都
市
提
携
の
取
り
組
み
と
し
て
、

昨
年
４
月
か
ら
人
事
交
流
を
再
開
し
ま
し

た
。芽

室
町
か
ら
揖
斐
川
町
へ
の
派
遣
は
、

昨
年
か
ら
継
続
し
て
中
島
華
子
職
員
が
派

遣
さ
れ
、
揖
斐
川
町
の
皆
さ
ん
か
ら
た
く

さ
ん
の
こ
と
を
学
び
、
揖
斐
川
町
の
た
め
、

芽
室
町
の
た
め
に
頑
張
り
ま
す
の
で
、
２

年
目
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

揖
斐
川
町
か
ら
は
、
新
た
に
立
川
俊
樹

職
員
が
派
遣
さ
れ
て
い
ま
す
。

慣
れ
な
い
土
地
で
の
生
活
は
大
変
だ
と

思
い
ま
す
が
、
北
海
道
で
し
か
で
き
な
い
体

験
や
芽
室
町
の
良
い
と
こ
ろ
を
た
く
さ
ん

味
わ
っ
て
、
楽
し
く
過
ご
し
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
揖
斐
川
町
の
良
さ
を
再
認
識
し

て
、
揖
斐
川
町
の
た
め
、
芽
室
町
の
た
め
に

頑
張
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

１
年
間
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
！

○
立
川
さ
ん
コ
メ
ン
ト

今
年
度
か
ら
、
芽
室
町
役
場
へ
派
遣
と

な
り
ま
し
た
立
川
俊
樹
で
す
。

芽
室
町
で
の
貴
重
な
１
年
間
を
通
し
、

積
極
的
に
特
色
あ
る
文
化
や
産
業
を
学

び
、
様
々
な
取
り
組
み
等
に
触
れ
体
験
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
人
事

交
流
が
再
開
し
２
年
目
と
な
り
ま
す
が
、

両
町
が
友
好
都
市
と
し
て
更
に
よ
り
よ
い

も
の
と
な
る
よ

う
精
一
杯
頑
張

り
た
い
と
思
い

ま
す
。
宜
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

だ
よ
り

だ
よ
り

芽

室

町

友
好
都
市
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お問い合せ　　揖斐川図書館  ℡ 22－0219　　谷汲図書館  ℡ 56－3733　　坂内図書館  ℡ 53－3860

こどもの読書週間におすすめの本こどもの読書週間におすすめの本

あ
た
た
か
い
善
意

平
井
良
孝
様
か
ら
、
揖
斐
川
図
書
館

の
書
籍
購
入
費
と
し
て
、
寄
附
金
50
万

円
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

1946 年、アメリカ。ラングスト
ンの母さんは「黒人は、図書館に入

れてもらえない」と言っていた。しかし、シカゴの町で、
偶然大きな図書館を見つける。そこは、すべての人が自由
に入れる図書館だった…。

希望の図書館
リサ・クライン・ランサム／作
松浦　直美／訳
おすすめの世代：小学校中学年

おかあさんと国際子ども図書館へやってきたゆりか。古い
本のなかに住んでいる、「すこしはものしり」という妖精
の案内で、ふしぎな図書館めぐりがはじまります。

図書館の
ふしぎな時間
福本　友美子／作
たしろ　ちさと／画
おすすめの世代：小学校低学年

「どうぶつたちも、ほんをよみたいかもしれないな」 図書
館が大好きなカリーナがカウンターに座るとどうでしょ
う ! 動物たちが図書館にぞくぞくと入ってきて…。

しずかに!
ここはどうぶつの
としょかんです
ドン・フリーマン／作
中川　千尋／訳
おすすめの世代：幼児

表紙に二匹の蛇が描かれた本は、ど
うやって街の古本屋にたどりついたのか。「はてしない物
語」から 20 余年、ファンタージエンの新たなる物語。

ファンタージエン
秘密の図書館
ラルフ・イーザウ／著，
酒寄　進一／訳
おすすめの世代：小学校高学年

だ
い
し
ん
緑
化
振
興
文
化
財
団
様
よ

り
、
子
ど
も
の
読
書
活
動
の
推
進
を
目

的
と
し
て
、
10
万
円
の
寄
附
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

児
童
書
を
購
入
し
、
夏
休
み
に
あ
わ

せ
て
展
示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ペンギンと人間、かけっこしたら
どっちが速い？人間とカブトムシは、どっちが力持ちな
の？世界中のいろんなものをくらべてみると、すごい発見
に出会える、楽しいくらべっこ図鑑。本が嫌いな君もきっ
と楽しめるよ！

世界一おもしろい
くらべっこ図鑑
クライヴ・ギフォード／文
ボール・ボストン／絵
おすすめの世代：小学校中学年

黄砂舞う大陸のとある国に、天下を
轟かせる名将軍に父親が似ていた

ばっかりに、あらぬ疑いで囚われの身となった不運な父娘
がいた。ところがこの娘は、大した度胸の持ち主で…。
南河国古代史に残る伝説の侍女、紅玉の物語。

南河国物語
濱野京子／作
おすすめの世代：小学校高学年
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～子育て支援センターには
楽しいことがいっぱい～

～子育て支援センターには
楽しいことがいっぱい～

※揖斐川子育て支援センターは、子育て中のお父さんお母さん、※揖斐川子育て支援センターは、子育て中のお父さんお母さん、
妊婦さん、おじいさん・おばあさん、子育てが一段落した先輩妊婦さん、おじいさん・おばあさん、子育てが一段落した先輩
ママさん地域の方など、どなたでもきていただける場所です。ママさん地域の方など、どなたでもきていただける場所です。

　気軽にお出かけください。　気軽にお出かけください。

日 月 火 水 木 金 土

★子育て支援センターは、子ども（０～ 18歳未満）のあらゆる相談窓口です。
＊一人で悩んでいないで気軽にご相談ください。

1
♪おさんぽ会
藤橋道の駅
晴れ　地域散策
雨天　足湯体験

2

3
憲法記念日憲法記念日

4
みどりの日みどりの日

5
こどもの日こどもの日

6
振替休日振替休日

7 8 9

10 11 12 13
ピッコロ６月号発行予定

14
発育測定（当日受付）
９時～10時 15分

受付終了
※保健師・栄養士・
歯科衛生士によ
る測定（相談可）

15
♪さくらんぼ交流
晴れ　散歩
荒天　指スタンプ
　　あそび

16
第３土曜日開館日

17 18 19
♪いちご交流
晴れ　散歩
雨天　手形アート

20
★出前保育
𦙾永公民館
晴れ　地域散策
雨天　めくって楽しい
いないいないばあ制作

センター行事申し込み開始

21
♪りんご交流
晴れ　散歩
荒天　カラフルたまご

22 23

24

31

25
♪ベビーマッサージ
【愛着関係形成】

26
♪子育てと仕事を
両立させたい方の
ためのハローワー
ク（電話予約可）

27
出前保育
やまと・きたがた幼児園
【園児とのふれ合い】【園児とのふれ合い】

28 29
♥お話ルーム
♪誕生会
（５月生まれ児）

30

【５月の活動予定】

揖斐川
揖斐川町上南方193　℡ 23-1136
開館日　月曜日～金曜日・第３土曜日
　　　　9：00～ 16：00

◎町内幼児園のなかよしタイム
　5月13日（水）・27日（水）
　午前10:00～ 11:30
※詳しくは幼児園にお問い合わせください。
◎揖斐幼稚園　開放日
　5月20日（水）
　♪幼稚園へ申込みください。
　（当日可）℡22-6008

※行事など詳細は毎月発行しているピッコロだより、支援セ※行事など詳細は毎月発行しているピッコロだより、支援セ
ンターホームページで確認していただけます。ンターホームページで確認していただけます。

　揖斐川町　　http://www.town.ibigawa.gifu.jp/　揖斐川町　　http://www.town.ibigawa.gifu.jp/
　揖斐幼稚園　http://www.ibi ‐ youchien.ed.jp/　揖斐幼稚園　http://www.ibi ‐ youchien.ed.jp/

揖斐警察署からのお願い揖斐警察署からのお願い

・行事の申込みは、前月の第３水曜日より実施日まで、揖斐川子育て支援センターで受け付けています。（電話予約不可）
　♥は要申込み　♪は要申込みで人数制限があります。　★はどなたでも参加できます。
＊雨天で行事を中止する場合があります。支援センターまでお問い合せください。

【警察官を装う電話に注意！】
　現在県下において警察官を装い
・あなたのキャッシュカードが使われようとしている
・口座を凍結する　・取引先の銀行を教えてほしい
　などと電話が架かる偽電話詐欺の前兆事案が多数発生しています。
これは、犯人が自宅に赴き、言葉巧みに暗証番号を聞き出して、キャッ
シュカードを騙し取る詐欺の手口です。
〇キャッシュカードを他人に渡してはいけません
〇暗証番号を他人に教えてはいけません
〇警察官が暗証番号を訪ねることはありません

児童発達支援事業所　いびがわアップル児童発達支援事業所　いびがわアップル
　児童発達支援事業所　いびがわアップルはお子さん
の発達に心配を感じている保護者さんの相談および、
お子さんに対する療育指導を行っている施設です。
　「ことばがなかなか増えていかない」「よく癇癪を起
す」「落ち着かない」「こだわりが強い」など、お子さんの
発達に心配を感じていらっしゃる方はお気軽にご相談
いただければと思います。
場所　揖斐川町福祉総合支援センター内
　　　児童発達支援事業所　いびがわアップル
　　　℡23-1139
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揖斐川町は、住民の皆さんの子育てを応援しています。
～子育て支援センターの紹介～

●
楽
し
い
お
店
屋
さ
ん
ご
っ
こ

～
お
じ
ま
幼
児
園
～

　

お
じ
ま
幼
児
園
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
大
好
き
な

ご
っ
こ
遊
び
の
ひ
と
つ
で
あ
る
お
店
屋
さ
ん
ご
っ
こ

を
、
全
園
児
で
楽
し
み
ま
し
た
。
年
齢
ご
と
に
ど
ん
な

お
店
屋
さ
ん
に
す
る
の
か
、
子
ど
も
た
ち
と
話
し
合
っ

て
決
め
ま
し
た
。ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
、わ
た
が
し
、ケ
ー
キ
、

さ
か
な
つ
り
、
指
人
形
、
変
身
ベ
ル
ト
、
お
す
し
な
ど

の
品
物
作
り
で
は
、
ど
ん
な
お
店
に
な
る
の
か
、
想
像

し
な
が
ら
楽
し
く
作
り
ま
し
た
。

　

お
店
屋
さ
ん
と
お
客
さ
ん
に
分
か
れ
て
始
ま
っ
た
お

店
屋
さ
ん
ご
っ
こ
、「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
」「
ど
れ
に

し
よ
う
か
な
」「
こ
れ
く
だ
さ
い
」「
は
い
、
ど
う
ぞ
」

と
言
葉
の
や
り
と
り
を
楽
し
み
な
が
ら
も
、
ル
ー
ル
を

守
っ
て
遊
ぶ
、
と
て
も
真
剣
な
表
情
の
子
ど
も
た
ち
の

姿
が
あ
り
ま
し
た
。
一
番
小
さ
い
ク
ラ
ス
の
子
た
ち
も

５
歳
、
４
歳
の
子
た
ち
に
や
さ
し
く
声
を
か
け
ら
れ

て
、
教
え
て
も
ら
い
、
目
を
キ
ョ
ロ
キ
ョ
ロ
さ
せ
な
が

ら
、
お
店
屋
さ
ん
ご
っ
こ
の
雰
囲
気
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。
遊
ん
だ
あ
と
は
、
み
ん
な
で
片
づ
け
を
し
て
終

わ
り
ま
し
た
。
準
備
か
ら
最
後
の
片
づ
け
ま
で
子
ど
も

た
ち
が
主
役
に
な
っ
て
で
き
た
お
店
屋
さ
ん
ご
っ
こ
で

し
た
。
み
ん
な
が
同
じ
目
的
に
向
か
っ
て
活
動
す
る
こ

と
で
、
異
年
齢
児
交
流
が
で
き
、
仲
間
意
識
が
高
ま
り
、

達
成
感
が
あ
り
、
一
人
ひ
と
り
の
自
信
に
つ
な
が
っ
て

い
く
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
く
遊
べ
る
よ
う
な

環
境
作
り
を
大
切
に
し
て
、
一
人
ひ
と
り
の
成
長
を
見

守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　　同じ年に生まれた子どもを持つ親の交流“年齢別交流”が始まります。子どもの育ち・毎日の育児で疑問に思う事、同じ年に生まれた子どもを持つ親の交流“年齢別交流”が始まります。子どもの育ち・毎日の育児で疑問に思う事、
困ったことはありませんか。悩みを持つお母さんは少なくないと思います。困ったことはありませんか。悩みを持つお母さんは少なくないと思います。
　交流に参加していろいろなお母さんとお話をしませんか？知らない人とのおしゃべりが苦手な方も大丈夫。子ど　交流に参加していろいろなお母さんとお話をしませんか？知らない人とのおしゃべりが苦手な方も大丈夫。子ど
もを通してお母さんの友達の輪が広がっていきます。楽しい子育てとなるよう職員もお手伝いさせていただきます。もを通してお母さんの友達の輪が広がっていきます。楽しい子育てとなるよう職員もお手伝いさせていただきます。

センターの行事や環境整備のお手伝いをしていただけるボランティアさんを募集しています。℡23－1136

太陽の光と心地よい風を感じ太陽の光と心地よい風を感じ
おさんぽを楽しみました。おさんぽを楽しみました。

行事に向けた遊びを楽行事に向けた遊びを楽
しみました。「うちの子しみました。「うちの子
より軽い！」お互いのおより軽い！」お互いのお
子さんを抱っこし合い子さんを抱っこし合い
ました。ました。

同年代の子は「まんま」「ブーブ」などと言っているのですが、わが子は、指さしはするので同年代の子は「まんま」「ブーブ」などと言っているのですが、わが子は、指さしはするので
すが言葉が出てきません。遅れているのでしょうか？すが言葉が出てきません。遅れているのでしょうか？

指さしは、赤ちゃんの言葉の一つです。「ママあれ見て」「これがほしいよ」と指さしをすることで会話をして指さしは、赤ちゃんの言葉の一つです。「ママあれ見て」「これがほしいよ」と指さしをすることで会話をして
います。「ニャーニャが来たね～」「マンマを食べるのね」と指さしたものの名前を教えてあげましょう。赤ちゃいます。「ニャーニャが来たね～」「マンマを食べるのね」と指さしたものの名前を教えてあげましょう。赤ちゃ
んは、指さしの会話のやり取りを楽しませてあげることで、頭の中に物の名前を蓄積していきます。言葉が出んは、指さしの会話のやり取りを楽しませてあげることで、頭の中に物の名前を蓄積していきます。言葉が出
始めるとこの蓄積された言葉があふれるように出てきます。言葉の発達は個人差が大きいので、焦らないで今始めるとこの蓄積された言葉があふれるように出てきます。言葉の発達は個人差が大きいので、焦らないで今
からでもどんどん言葉をかけてあげましょう。からでもどんどん言葉をかけてあげましょう。

子育てQ＆A
Ｑ

Ａ
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施
設
間
で
異
な
る
施
設
利
用
料
金
を
１
時

間
当
た
り
の
料
金
設
定
に
統
一
す
る
た
め
、

所
要
の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
公
民
館
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

公
民
館
ご
と
に
異
な
る
料
金
体
系
を
１
時

間
当
た
り
の
使
用
料
に
統
一
す
る
た
め
、
所

要
の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
立
図
書
館
設
置
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

新
揖
斐
川
町
図
書
館
が
令
和
２
年
３
月
に

完
成
す
る
こ
と
か
ら
、
設
置
の
住
所
地
、
研

修
室
の
名
称
及
び
使
用
料
に
つ
い
て
、
所
要

の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
博
物
館
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

入
館
料
及
び
使
用
料
に
つ
い
て
、
各
施
設

の
金
額
区
分
、
種
別
等
の
整
合
性
を
図
る
た

め
、
所
要
の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
体
育
施
設
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

施
設
間
で
異
な
る
使
用
料
金
を
統
一
し
、

照
明
の
利
用
や
全
面
、
半
面
等
利
用
者
ニ
ー

ズ
に
沿
っ
た
料
金
体
系
と
す
る
た
め
、
所
要

の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
省
令
の
改
正

に
伴
い
、
所
要
の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

条
例
案
件

○
揖
斐
川
町
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
保
全
対
策
事
業

分
担
金
徴
収
条
例
の
制
定

　

自
然
災
害
に
よ
り
発
生
す
る
倒
木
等
が
原

因
と
な
る
停
電
等
の
未
然
防
止
対
策
を
実
施

す
る
に
あ
た
り
、
電
気
事
業
者
か
ら
分
担
金

を
徴
収
す
る
た
め
、
条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し

た
。

○
揖
斐
川
町
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個

人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に

関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番
号
の
利
用

及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
改
正
に
伴
い
、

所
要
の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

成
年
被
後
見
人
等
の
権
利
の
制
限
に
係
る

措
置
の
適
正
化
等
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律

の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
所

要
の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術

の
利
用
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に
伴
い
、
所

要
の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

地
方
税
法
施
行
令
の
改
正
に
伴
い
、
所
要

の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
小
学
校
及
び
中
学
校
の
設
置
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

令和２年第１回揖斐川町議会定例会が、３月５日から13日までの９日間の会期で開催されました。
５日の定例会初日には、議長ならびに副議長の選挙が行われました。
続いて町長から、令和２年度予算案をはじめとする52議案の提案説明が行われました。このうち７議案が
可決・同意され、残る議案の審査は各委員会に付託されました。
９日には総務文教常任委員会ならびに民生建設常任委員会、10日には議員全員で構成する予算特別委員会
がそれぞれ開催され、付託された議案等の審査が行われました。
12日の定例会２日目には、７名の議員が一般質問を行いました。
13日の定例会最終日には、付託された議案の審査結果について各委員長から報告され、質疑・討論・採決
が行われました。また、同日に町長から提出された副町長の選任案と令和元年度補正予算案の２議案につい
ても審議され、すべての議案が原案どおり可決・同意されました。
本定例会に提出された案件の主な内容、また一般質問および答弁の要旨は次のとおりです。

第１回揖斐川町議会 定例会

議 会 だ よ り



9 Public Information IBIGAWA  2020. 5

○
揖
斐
川
町
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

上
南
方
町
営
住
宅
及
び
和
田
南
町
営
住
宅

の
建
築
物
が
全
て
除
去
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
所
要
の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

水
道
法
及
び
水
道
法
施
行
令
の
改
正
に
伴

い
、
所
要
の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

予
算
案
件

○
令
和
２
年
度
一
般
会
計
及
び
21
特
別
会
計

の
予
算
と
１
企
業
会
計
の
予
算
が
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

（
詳
細
は
４
月
号
に
掲
載
の「
令
和
２
年
度

揖
斐
川
町
当
初
予
算
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

○
令
和
元
年
度
揖
斐
川
町
一
般
会
計
補
正
予

算（
第
５
号
）

　

補
正
額２

億
３
４
３
２
万
０
０
０
０
円
増
額

　

補
正
後
予
算
額

　
　
　
　

１
４
８
億
１
３
３
万
１
０
０
０
円

○
令
和
元
年
度
揖
斐
川
町
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　

補
正
額　

１
億
４
７
５
万
７
０
０
０
円
減
額

　

補
正
後
予
算
額

　
　
　
　

２
６
億
８
７
９
７
万
８
０
０
０
円

○
令
和
元
年
度
揖
斐
川
町
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

補
正
額　

　

１
５
３
万
２
０
０
０
円
増
額

　

補
正
後
予
算
額

　
　
　
　
　

３
億
２
３
９
３
万
２
０
０
０
円

○
令
和
元
年
度
揖
斐
川
町
大
和
簡
易
水
道
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　

補
正
額　

　

７
４
８
万
０
０
０
０
円
増
額

　

補
正
後
予
算
額

　
　
　
　
　
　
　

３
１
０
１
万
３
０
０
０
円

○
令
和
元
年
度
揖
斐
川
町
北
部
簡
易
水
道
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　

補
正
額　

４
７
９
万
６
０
０
０
円
減
額

　

補
正
後
予
算
額

　
　
　
　
　

１
億
３
７
５
９
万
４
０
０
０
円

○
令
和
元
年
度
揖
斐
川
町
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　

補
正
額　

２
６
６
万
２
０
０
０
円
減
額

　

補
正
後
予
算
額

　
　
　
　
　

５
億
８
９
４
３
万
０
０
０
０
円

○
令
和
元
年
度
揖
斐
川
町
個
別
排
水
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　

補
正
額　

３
７
０
０
万
０
０
０
０
円
減
額

　

補
正
後
予
算
額

　
　
　
　
　
　
　

８
５
６
２
万
２
０
０
０
円

○
令
和
元
年
度
杉
原
地
域
土
地
取
得
等
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

補
正
額　

１
１
４
万
０
０
０
０
円
減
額

　

補
正
後
予
算
額

　
　
　
　
　
　
　
　

１
６
６
万
０
０
０
０
円

○
令
和
元
年
度
揖
斐
川
町
徳
山
ダ
ム
上
流
域

公
有
地
化
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

補
正
額　２

億
９
５
６
９
万
２
０
０
０
円
減
額

　

補
正
後
予
算
額

　
　
　
　
　

２
億
１
９
３
０
万
８
０
０
０
円

○
令
和
元
年
度
揖
斐
川
町
一
般
会
計
補
正
予

算（
第
６
号
）

　

補
正
額４

億
２
８
３
３
万
１
０
０
０
円
増
額

　

補
正
後
予
算
額

　
　
　

１
５
２
億
２
９
６
６
万
２
０
０
０
円

人
事
案
件

　

副
町
長
、
各
委
員
及
び
議
員
の
選
任
、
任

命
な
ら
び
に
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
副
町
長

　

高
橋
径
夫
さ
ん（
揖
斐
川
町
理
事
）

○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

　

林　

幸
義
さ
ん（
北
方
）

　

今
村
博
正
さ
ん（
谷
汲
徳
積
）

　

森　

勝
博
さ
ん（
春
日
六
合
）

　

竹
中
保
昭
さ
ん（
西
津
汲
）

　

中
川
順
人
さ
ん（
西
横
山
）

　

髙
殿
髙
象
さ
ん（
坂
内
川
上
）

○
人
権
擁
護
委
員

　

川
村
安
子
さ
ん（
春
日
川
合
）

○
教
育
委
員
会
委
員

　

川
瀬
善
忠
さ
ん（
谷
汲
長
瀬
）

○
揖
斐
川
水
防
事
務
組
合
議
会
議
員

　

大
郷
和
幸
さ
ん（
𦙾
永
）

○
足
打
谷
林
野
組
合
議
会
議
員

　

小
畑
秋
司
さ
ん（
市
場
）

　

内
藤
晴
久
さ
ん（
瑞
岩
寺
）

　

林　

孝
之
さ
ん（
春
日
六
合
）

○
樫
原
谷
林
野
組
合
議
会
議
員

　

所　

敏
明
さ
ん（
春
日
六
合
）

　

所　

久
善
さ
ん（
春
日
六
合
）

　

内
藤
廣
重
さ
ん（
春
日
六
合
）

　

林　

幸
雄
さ
ん（
市
場
）

　

内
田　

悟
さ
ん（
白
樫
）

　

岩
井
文
夫
さ
ん（
黒
田
）

　

石
橋
一
巳
さ
ん（
新
宮
）

　

窪
田
直
樹
さ
ん（
岡
）

　

細
野
靖
雄
さ
ん（
和
田
）

○
揖
斐
郡
養
基
小
学
校
、
養
基
保
育
所
組
合

議
会
議
員

　

成
瀬
雅
弘
議
員

　

大
西
武
久
議
員

そ
の
他
案
件 

○
町
道
の
路
線
の
認
定

　

２
路
線
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

○
町
道
の
路
線
の
廃
止

　

１
路
線
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

○
財
産
の
処
分

　

物
品
名　

光
ケ
ー
ブ
ル
及
び
架
空
金
具
等

　

処
分
方
法　

譲
渡

　

処
分
価
格　

無
償

　

譲
渡
の
相
手
方

　
　
　
　

岐
阜
県
大
垣
市
中
野
町
３
‒
３
１

株
式
会
社
大
垣
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
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○
揖
斐
川
町
合
併
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
変
更

　

計
画
の
一
部
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
内
の
商
業
施
設
な
ど
に
チ
ラ
シ

を
配
布
し
た
り
、
広
報
３
月
号
の
配
布
時
に

感
染
予
防
啓
発
チ
ラ
シ
を
全
戸
に
配
布
し
、

周
知
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

リ
ス
ク
の
高
い
方
に
つ
い
て
は
、
国
が
示

す
受
診
の
目
安
を
い
び
が
わ
チ
ャ
ン
ネ
ル
の

文
字
放
送
に
お
い
て
、
２
月
22
日
か
ら
周
知

し
て
い
ま
す
。

　

町
職
員
の
執
務
中
に
お
け
る
マ
ス
ク
の
着

用
に
つ
い
て
、西
濃
圏
域
で
の
発
生
を
受
け
、

２
月
28
日
か
ら
窓
口
職
員
に
は
必
ず
着
用
さ

せ
て
い
ま
す
。

　

ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
は
、
大
垣
市
で
感
染

者
が
確
認
さ
れ
て
以
後
、
本
庁
舎
の
正
面
玄

関
や
各
窓
口
に
設
置
し
て
い
る
ボ
ト
ル
の
本

数
を
、
こ
れ
ま
で
よ
り
増
や
し
て
来
庁
者
に

ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
の
徹
底
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

町
内
小
中
学
校
の
３
月
２
日
か
ら
の
臨
時

休
校
の
実
施
に
伴
い
、
学
童
保
育
体
制
を
整

え
、
午
前
８
時
か
ら
保
育
の
必
要
と
な
る
児

童
の
受
け
入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

情
報
発
信
に
つ
い
て
は
、
正
確
な
情
報
を

柔
軟
か
つ
迅
速
に
伝
え
る
こ
と
が
重
要
で
、

そ
の
こ
と
が
住
民
の
皆
さ
ん
の
安
心
し
た
生

活
に
繋
が
る
と
考
え
ま
す
。

　

し
か
し
、
簡
易
診
断
キ
ッ
ト
や
抗
ウ
イ
ル

ス
薬
、
ワ
ク
チ
ン
等
の
開
発
状
況
を
確
認
す

る
こ
と
は
町
で
は
難
し
く
、
国
や
県
か
ら
の

情
報
を
も
と
に
、
必
要
な
周
知
を
し
て
い
き

ま
す
。

　

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
の

拡
大
に
際
し
て
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
等

が
購
入
で
き
な
い
事
態
が
起
き
ま
し
た
。

　

県
の
緊
急
情
報
で
は
、
根
拠
の
な
い
情
報

に
惑
わ
さ
れ
ず
、
確
実
な
情
報
に
基
づ
く
冷

静
な
対
応
を
求
め
て
お
り
、
町
も
、
町
民
の

方
々
に
冷
静
な
判
断
と
対
応
を
音
声
告
知
放

ここが聞きたい
一般質問

議員７名が町政を問う

本定例会の一般質問の要旨をお知
らせします。（紙面の都合上、質問お
よび答弁は要約しています）

平
井　
豊
司 

議
員

新
型
肺
炎
の
蔓
延
防
止
と
中
小
企
業
支
援
に

つ
い
て

　

中
国
武
漢
で
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
よ
る
新
型
肺
炎
が
拡
散
し
つ
つ
あ

り
、
世
界
保
健
機
構（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
も「
国
際
的

に
懸
念
さ
れ
る
公
衆
衛
生
上
の
緊
急
事
態
」

を
宣
言
し
て
い
ま
す
。

　

町
で
も
、
手
洗
い
の
徹
底
や
う
が
い
、
マ

ス
ク
着
用
に
よ
る
予
防
に
つ
い
て
、
字
幕
放

送
で
町
民
に
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、
睡

眠
や
栄
養
を
し
っ
か
り
取
り
体
調
を
整
え
て

抵
抗
力
を
高
め
る
こ
と
、
適
切
な
湿
度
を
保

つ
こ
と
、
不
要
不
急
の
人
混
み
を
避
け
る
こ

と
、
高
齢
者
を
は
じ
め
、
高
血
圧
や
糖
尿
病
、

心
臓
病
な
ど
持
病
の
あ
る
人
や
妊
婦
は
特
段

の
警
戒
が
必
要
な
こ
と
な
ど
も
、
お
知
ら
せ

し
た
方
が
良
い
と
思
い
ま
す
が
、
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　

現
在
、
医
療
従
事
者
等
の
必
要
な
所
に
マ

ス
ク
が
不
足
し
て
い
る
の
を
受
け
、
国
は
マ

ス
ク
の
製
造
に
補
助
金
を
出
し
て
量
産
体
制

に
入
っ
て
い
ま
す
が
、
本
町
の
職
員
に
お
け

る
マ
ス
ク
の
着
用
に
つ
い
て
、
い
か
が
お
考

え
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
と
、
ア
ル
コ
ー
ル
消

毒
液
の
設
置
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

　

町
と
し
て
は
、
正
確
な
情
報
を
柔
軟
か
つ

迅
速
に
町
民
に
伝
え
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思

い
ま
す
。
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
町
民
の
方
に
お

知
ら
せ
す
る
こ
と
が
不
安
を
な
く
す
一
助
に

な
る
と
思
い
ま
す
が
、い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

一
方
、
新
型
肺
炎
の
影
響
に
よ
る
観
光
客

の
減
少
、中
国
の
生
産
体
制
の
遅
れ
に
よ
り
、

国
内
の
中
小
企
業
や
小
規
模
事
業
者
に
影
響

が
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
国
で
は
、
日
本

政
策
金
融
公
庫
等
に
緊
急
貸
付
け
、
保
証
枠

と
し
て
５
千
億
円
を
確
保
と
あ
り
ま
し
た

が
、
支
援
策
に
つ
い
て
、
町
の
考
え
を
お
尋

ね
し
ま
す
。

町 

長

　

中
華
人
民
共
和
国
に
お
い
て
昨
年
12
月
以

降
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
肺
炎
の
発

生
が
複
数
報
告
さ
れ
て
以
来
、
国
内
で
も

日
々
感
染
患
者
数
の
増
加
が
報
告
さ
れ
、
県

内
に
お
い
て
も
感
染
者
が
確
認
さ
れ
て
い
る

状
況
で
す
。

　

町
で
は
、
こ
の
感
染
拡
大
を
受
け
て
１
月

29
日
以
降
、
そ
の
時
に
得
ら
れ
る
最
新
の
国

や
県
の
情
報
を
収
集
し
、
現
在
は
毎
日
、
対

策
本
部
員
会
議
を
開
催
し
、
町
が
対
応
す
べ

き
内
容
を
協
議
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

国
か
ら
は
、
２
月
25
日
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
基
本
方
針
が
示
さ

れ
、
翌
26
日
に
首
相
か
ら
、
こ
こ
２
～
３
週

間
が
感
染
者
拡
大
阻
止
の
重
要
な
時
期
で
多

く
の
人
が
集
ま
る
イ
ベ
ン
ト
や
行
事
の
延

期
、
縮
小
を
、
27
日
に
は
、
全
国
の
小
中
学

校
と
高
校
お
よ
び
特
別
支
援
学
校
を
３
月
２

日
か
ら
春
休
み
ま
で
の
間
、
臨
時
休
校
す
る

よ
う
に
と
強
い
要
請
が
発
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
要
請
を
受
け
、
町
で
は
イ
ベ
ン
ト
の

中
止
や
行
事
の
規
模
縮
小
、
公
共
施
設
の
利

用
制
限
や
休
館
な
ど
を
行
う
と
と
も
に
、
子

ど
も
た
ち
の
健
康
・
安
全
を
第
一
に
考
え
、

臨
時
休
校
の
措
置
を
と
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
感
染
症
に
よ
る
経
済
へ
の
影

響
も
出
て
お
り
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
、

益
々
深
刻
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
国
や
県
の
対
応
を
注
視
し
な
が
ら
検
討

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る

状
況
は
刻
一
刻
と
変
化
し
て
お
り
、
世
界
保

健
機
構
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
表
明
も
あ
り
、

今
後
も
引
続
き
万
全
の
体
制
で
臨
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
担
当
部
長
よ
り
答
弁

さ
せ
ま
す
。

住
民
福
祉
部
長

　

町
で
は
、
１
月
29
日
に
第
一
回
目
の
感
染

症
対
策
本
部
員
会
議
を
開
き
、
そ
の
後
は
、

国
内
の
感
染
状
況
の
変
化
に
伴
い
、
２
月
に

３
回
、
３
月
か
ら
は
毎
日
、
本
部
員
会
議
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

蔓
延
防
止
策
と
し
て
、
音
声
告
知
放
送
、

文
字
放
送
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
感
染

予
防
の
た
め
の
マ
ス
ク
の
着
用
や
手
洗
い
の

徹
底
を
周
知
し
、
公
共
施
設
に
感
染
予
防
の

チ
ラ
シ
の
掲
示
や
消
毒
液
の
設
置
な
ど
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
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い
で
あ
り
、
県
に
は
整
備
の
実
施
を
、
よ
り

一
層
強
く
要
望
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

小
倉　
昌
弘 

議
員

原
子
力
発
電
所
に
つ
い
て

　

揖
斐
川
町
は
す
ぐ
隣
の
福
井
県
に
複
数
の

原
子
力
発
電
所
が
あ
り
ま
す
。
老
朽
化
し
た

原
発
で
は
、
毎
年
の
よ
う
に
亀
裂
が
見
つ

か
っ
た
り
、
汚
染
水
漏
れ
な
ど
の
事
故
も
起

き
て
い
ま
す
。
原
子
力
発
電
所
が
稼
働
す
れ

ば
、
そ
れ
だ
け
危
険
も
増
え
、
完
全
に
処
理

す
る
こ
と
も
で
き
な
い
汚
染
物
質
も
増
え
続

け
ま
す
。

　

町
も
原
子
力
発
電
所
の
危
険
性
は
十
分
承

知
し
て
い
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
町
と
し
て

原
子
力
発
電
所
お
よ
び
再
稼
働
に
反
対
を
表

明
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
町

の
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

町 

長

　

原
子
力
発
電
所
に
関
す
る
質
問
は
、
こ
れ

ま
で
何
度
も
お
答
え
し
て
お
り
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
に
よ
る
安
定
供
給
は
国
民
生
活
、

経
済
活
動
の
基
本
で
あ
り
、
国
と
し
て
責
任

を
持
っ
て
実
現
す
べ
き
重
要
な
課
題
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。

　

優
先
す
べ
き
こ
と
は
、
い
か
な
る
場
合
に

お
い
て
も
住
民
の
皆
さ
ん
の
安
全
を
確
保
で

き
る
よ
う
に
、
様
々
な
対
策
を
講
じ
て
お
く

こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

町
と
し
て
は
、「
緊
急
時
に
必
要
と
な
る

資
器
材
の
確
保
」
や「
住
民
参
加
型
の
避
難

訓
練
の
実
施
」
な
ど
、
事
前
に
講
じ
る
べ
き

対
策
を
最
大
限
進
め
て
い
ま
す
。
対
策
を
講

じ
る
上
で
課
題
と
な
る
事
項
に
つ
い
て
は
、

送
で
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

関
す
る
最
新
情
報
を
も
と
に
、
関
係
機
関
と

連
携
を
取
り
な
が
ら
迅
速
な
対
応
や
正
確
な

情
報
の
発
信
を
行
い
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
安

全
、
安
心
の
確
保
に
努
め
た
い
と
考
え
ま
す
。

産
業
建
設
部
長

　

今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
に
よ
り
、
国
に
お
い
て
は
、
緊
急
対
応
策

で
中
小
企
業
、
小
規
模
事
業
者
へ
の
支
援
と

し
て
、
議
員
お
話
の
よ
う
に
日
本
政
策
金
融

公
庫
に
お
い
て
、
５
千
億
円
の
資
金
繰
り
対

策
と
と
も
に
特
別
貸
付
制
度
を
創
設
し
、
売

上
げ
が
急
減
し
た
事
業
者
に
対
し
、
実
質
無

利
子
、
無
担
保
の
融
資
の
実
施
や
、
雇
用
調

整
助
成
金
の
特
例
措
置
の
拡
大
な
ど
、
事
業

活
動
の
縮
小
や
雇
用
へ
の
対
応
措
置
を
行
う

と
し
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
中
小
企
業
者
に
対
し
て
町
が
信

用
保
証
を
行
う「
中
小
企
業
融
資
保
証
制
度
」

を
設
け
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
を
活
用
し
て

い
た
だ
け
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
商
工
会
で
は
、
２
月
３
日
か
ら
経

営
相
談
窓
口
が
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
国
・
県
の
動
向
を
丁

寧
に
見
極
め
つ
つ
、
町
と
し
て
必
要
な
支
援

を
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
対
応
し
た
い
と
考

え
ま
す
。

 

小
倉　
昌
弘 

議
員

揖
斐
高
等
学
校
の
存
続
に
つ
い
て

　

揖
斐
高
等
学
校
は
、
町
に
と
っ
て
な
く
て

は
な
ら
な
い
施
設
だ
と
思
い
ま
す
が
、
土
日

祝
祭
日
に
バ
ス
が
全
部
休
み
で
は
、
ク
ラ
ブ

活
動
な
ど
で
学
校
に
来
る
生
徒
た
ち
が
困
る

の
で
土
日
祝
祭
日
も
運
行
し
て
ほ
し
い
。
ク

ラ
ブ
活
動
も
学
校
生
活
の
一
環
で
、
学
校
を

選
ぶ
理
由
の
一
つ
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

平
日
で
も
少
し
遅
く
な
る
と
バ
ス
が
な
い
、

交
通
の
便
が
悪
い
学
校
と
い
う
こ
と
に
な
る

と
、
生
徒
が
ま
す
ま
す
減
っ
て
い
く
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
町
は
、
生
徒
た
ち
の

意
見
も
聞
く
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
バ
ス
ロ
ー
タ
リ
ー
前
の
横
断
歩
道

に
つ
い
て
、
バ
ス
停
の
方
角
か
ら
横
断
歩
道
を

渡
る
と
歩
道
も
な
く
、
た
い
へ
ん
危
険
で
す
。

　

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
と
道
路
の
境
に

は
縁
石
が
あ
り
ま
す
。
特
に
自
転
車
で
渡
る

方
は
危
険
だ
と
思
い
ま
す
。

　

揖
斐
高
生
た
ち
が
安
心
し
て
登
下
校
で
き

る
よ
う
に
、
地
主
に
お
願
い
を
し
た
り
、
横

断
歩
道
の
移
設
、
歩
道
の
整
備
な
ど
考
え
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
町
の
考
え
を
お
伺
い

し
ま
す
。

企
画
部
長

　

昨
年
10
月
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
の

改
正
に
あ
た
り
、
影
響
の
あ
る
揖
斐
高
校
に

は
事
前
に
お
伺
い
し
、
部
活
動
で
バ
ス
の
利

用
す
る
生
徒
は
少
な
く
親
の
送
迎
が
多
い
こ

と
、
入
学
し
て
５
月
以
降
は
バ
ス
の
利
用
者

が
減
少
す
る
な
ど
の
話
を
学
校
か
ら
お
聞
き

し
ま
し
た
。

　

町
と
し
て
は
、
新
し
い
運
行
体
制
に
変
更

後
の
実
態
把
握
に
よ
る
見
直
し
も
必
要
と
考

え
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
現
在
ま
で
乗
降
調

査
を
実
施
し
た
結
果
、
揖
斐
高
校
生
徒
の
平

日
利
用
は
増
加
し
て
い
ま
し
た
が
、
土
日
祝

日
利
用
は
殆
ど
無
い
状
況
で
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
少
し
で
も
生
徒
が
利
用
し
や

す
い
よ
う
に
利
用
が
増
加
し
た「
揖
斐
大
野

線
」
の
平
日
朝
夕
の
運
行
の
増
便
、
路
線
延

長
な
ど
の
運
行
改
正
を
本
年
４
月
よ
り
行
い

ま
す
。

　

町
と
し
て
は
、
昨
年
10
月
か
ら
の
実
施
で

あ
り
、
こ
れ
で
運
行
形
態
が
完
成
し
た
と
は

考
え
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
も
利
用
者
数
や
乗

降
状
況
な
ど
の
調
査
を
も
と
に
、
住
民
の
皆

さ
ん
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
よ
り
良
い
バ
ス

交
通
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

総
務
部
長

　

議
員
お
話
の
横
断
歩
道
は
、
旧
名
鉄
本
揖

斐
駅
へ
の
道
路
横
断
の
た
め
に
設
置
さ
れ
た

も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

昭
和
50
年
代
に
は
、
駅
の
向
か
い
側
に
大

型
商
業
施
設
が
建
て
ら
れ
、多
く
の
歩
行
者
・

自
転
車
が
利
用
し
て
い
ま
し
た
が
、
名
鉄
揖

斐
線
の
廃
線
、
商
業
施
設
の
撤
退
等
に
よ
り

周
辺
環
境
は
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
横
断
歩
道
は
現
時
点
で
も

町
民
の
方
が
使
用
し
て
お
り
、
交
通
安
全
の

観
点
か
ら
も
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
歩
行
者
の
方
々
の
安
全
を
確
保
す

る
た
め
、
歩
道
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
、
周
辺
の
未
整
備
区
間
に
つ
い
て
、
県

に
要
望
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
整
備
に
は
一
定
の
期
間
を

要
す
る
こ
と
か
ら
、
現
在
、
町
に
お
い
て
緊

急
的
に
縁
石
の
除
去
な
ど
の
対
策
が
実
施
で

き
な
い
か
、
地
権
者
の
方
の
ご
協
力
を
得
な

が
ら
、
警
察
、
県
な
ど
の
関
係
機
関
と
協
議

を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
歩
道
の
整
備
に
つ
い
て
は
国
道
沿



2020. 5  Public Information IBIGAWA 12

て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
第
２
次
総
合
計
画
に
お
い
て
公

営
住
宅
整
備
を
施
策
の
一
つ
と
し
、
既
設
住

宅
の
計
画
的
な
維
持
管
理
や
環
境
整
備
を
行

い
、
時
代
の
潮
流
や
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
質

の
高
い
魅
力
あ
る
公
営
住
宅
を
提
供
す
る
と

し
ま
し
た
。
平
成
25
年
度
に
公
営
住
宅
の
長

寿
命
化
計
画
が
策
定
さ
れ
、
30
年
度
に
は
１

号
棟
の
改
修
費
用
が
総
額
で
約
２
億
円
の
見

積
り
を
出
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
住
民
の

期
待
も
大
き
く
、
総
合
計
画
の
主
旨
に
従

い
、
早
期
に
改
修
工
事
の
着
工
が
望
ま
れ
ま

す
が
、
町
の
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

町 

長

　

町
営
緑
ヶ
丘
住
宅
は
、
仕
様
が
前
世
代
の

も
の
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
平
成
30
年
度
に

は
、
現
代
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
適
合
し
た

仕
様
に
改
修
す
る
た
め
、
概
算
費
用
を
算
出

す
る
業
務
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の

業
務
で
は
、
改
修
全
体
に
非
常
に
多
額
の
費

用
が
か
か
る
こ
と
や
部
分
的
な
改
修
を
実
施

す
る
上
で
も
、
緑
ヶ
丘
住
宅
の
構
造
上
等
の

課
題
か
ら
あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
た
ブ
ロ
ッ
ク

で
の
改
修
が
必
要
で
あ
り
、
こ
の
改
修
に
も

多
額
な
費
用
が
必
要
と
な
る
こ
と
を
確
認
し

て
い
ま
す
。

　

緑
ヶ
丘
住
宅
１
号
棟
に
つ
い
て
は
、
他
の

住
宅
に
比
べ
１
戸
の
床
面
積
が
小
さ
い
こ
と

な
ど
か
ら
、
当
町
の
比
較
的
入
居
率
の
良
い

町
営
住
宅
や
民
間
住
宅
の
仕
様
等
と
比
べ

て
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
居
住
空
間
を

提
供
す
る
こ
と
が
非
常
に
難
し
い
と
考
え
ま

す
。

　

町
営
住
宅
全
体
の
入
居
希
望
者
は
、
こ
こ

数
年
入
居
者
よ
り
退
去
者
の
方
が
多
く
、
入

「
国
や
県
、
関
係
機
関
へ
の
安
全
対
策
に
関

す
る
要
望
活
動
」
と
し
て
実
施
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

政
府
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
に
お
い

て
、
原
子
力
規
制
委
員
会
に
よ
り
基
準
に
適

合
す
る
と
認
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
原
子
力

発
電
所
の
再
稼
働
に
つ
い
て
、
関
係
す
る
自

治
体
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
取
組
む
と
し

て
い
ま
す
。

　

再
稼
働
と
は
、
基
準
に
適
合
し
、
あ
ら
ゆ

る
事
態
を
想
定
し
た
安
全
対
策
を
施
し
た
上

で
、
最
も
高
い
安
全
性
を
確
保
し
た
も
の
だ

け
が
稼
働
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
新
規
制
基

準
に
基
づ
く
審
査
結
果
の
内
容
や
、
原
子
力

発
電
所
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
上
の
位
置
づ
け

な
ど
を
、
国
が
責
任
を
持
っ
て
住
民
に
分
か

り
や
す
く
丁
寧
に
説
明
す
る
こ
と
、
一
連
の

手
続
き
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
な
ど
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

町
と
し
て
は
、
今
後
も
、
国
、
県
、
関
係

機
関
と
連
携
を
密
に
し
て
引
き
続
き
、
住
民

の
皆
さ
ん
の
安
全
確
保
の
た
め
、
様
々
な
対

策
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

大
西　
政
美 

議
員

春
日
上
ヶ
流
天
空
の
散
歩
道
来
訪
者
対
応
に

つ
い
て

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
人
気
あ
る
揖
斐
川
町

の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
２
０
２
０
年
」
と
し
て
、

10
件
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
中
で
、
岐
阜
の
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
と
し

て
人
気
上
昇
中
な
の
が
、
春
日
上
ケ
流
地
区

に
あ
る
絶
景
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。こ
こ
は
、上
ヶ

流
茶
の
産
地
と
し
て
有
名
で
、
茶
畑
が
一
望

で
き
る
展
望
ス
ポ
ッ
ト
が
地
元
の
方
々
の
手

に
よ
り
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

駐
車
場
か
ら
展
望
ス
ポ
ッ
ト
ま
で
は
20
分

で
た
ど
り
着
け
ま
す
。
景
観
は
緑
の
茶
畑
が

山
肌
に
沿
い
段
々
と
き
れ
い
に
並
び
、
ま
さ

に
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
と
呼
ば
れ
る
の
も
納
得
の

展
望
で
す
。
下
山
す
る
と
駐
車
場
で
は
地
元

の
方
よ
り
、
無
料
の
お
茶
が
振
る
舞
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

春
日
上
ヶ
流
天
空
の
散
歩
道
は
、
若
い
人

た
ち
に
人
気
が
あ
り
、
年
間
３
万
人
以
上
の

来
訪
者
が
あ
り
、
60
％
は
女
性
で
、
外
国
人

の
姿
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

地
元
の
方
々
の
手
で
整
備
さ
れ
、
来
訪
者

に
は「
い
ら
っ
し
ゃ
い
」、
帰
る
と
き
は「
あ

り
が
と
う
」
と
手
を
振
っ
て
お
見
送
り
と
、

関
係
者
皆
様
の
心
の
こ
も
っ
た「
お
も
て
な

し
」
が
、人
気
の
秘
密
の
一
つ
と
感
じ
ま
す
。

　

し
か
し
、
現
地
で
は
簡
易
ト
イ
レ
し
か
な

く
、
子
供
連
れ
の
若
い
母
親
か
ら
は
子
供
達

に
は
難
し
い
の
で
困
っ
た
と
話
さ
れ
て
い
ま

す
。
関
係
者
か
ら
は
、
ト
イ
レ
を
何
と
か
改

善
し
た
い
と
の
強
い
要
望
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
養
老
鉄
道
揖
斐
駅
、
池
田
町
道
の

駅
か
ら
の
来
訪
者
に
は
、
ト
レ
ク
ル
電
動
自

転
車
の
利
用
も
多
く
、
年
間
１
千
台
ほ
ど
来

場
さ
れ
ま
す
。
到
着
す
る
と
バ
ッ
テ
リ
ー
残

量
が
40
％
に
な
り
、
帰
り
が
不
安
と
来
訪
者

が
話
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

春
日
上
ヶ
流
天
空
の
散
歩
道
の
駐
車
場
に

水
洗
ト
イ
レ
の
設
置
、
ト
レ
ク
ル
電
池
式
自

転
車
の
電
池
充
電
箇
所
の
設
置
に
つ
い
て
、

町
の
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

総
括
部
長

　

春
日
上
ヶ
流
天
空
の
遊
歩
道
は
、
町
内
外

か
ら
多
く
の
方
が
訪
れ
、
春
日
地
域
の
魅
力

あ
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ
て
お
り
、
自
ら

が
行
な
う
地
域
の
活
性
化
と
し
て
、
大
変
有

意
義
な
取
組
み
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

町
と
し
て
は
、
観
光
で
訪
れ
る
方
の
対
応

と
し
て
、
３
年
程
前
か
ら
地
区
に
駐
車
場
や

ト
イ
レ
な
ど
の
周
辺
整
備
に
つ
い
て
お
話
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
地
区
内
に
お

い
て
様
々
な
ご
意
見
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
先

ず
は
地
域
の
皆
さ
ん
に
ご
理
解
を
い
た
だ
く

こ
と
が
大
変
重
要
で
あ
り
、
そ
の
環
境
が
整

え
ば
整
備
を
検
討
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

電
動
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
を
活
用
し
て
養
老

鉄
道
の
利
用
促
進
と
観
光
振
興
を
目
的
に
、

平
成
28
年
７
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
養
鉄
ト
レ

ク
ル
は
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
利
用
さ
れ
て
お

り
、
大
変
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

　

議
員
か
ら
は
、
春
日
上
ヶ
流
に
到
着
す
る

と
バ
ッ
テ
リ
ー
の
残
量
が
少
な
く
な
る
の
で

充
電
箇
所
を
設
置
し
て
は
と
の
お
話
で
す

が
、
上
ヶ
流
地
区
で
の
ご
理
解
が
得
ら
れ
て

い
な
い
状
況
に
お
い
て
は
、
地
区
内
に
充
電

箇
所
を
設
置
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。

 

宇
佐
美　
直
道 

議
員

町
営
緑
ケ
丘
住
宅
１
号
棟
の
改
修
計
画
に
つ

い
て

　

町
営
緑
ケ
丘
住
宅
は
、
昭
和
60
年
か
ら
62

年
に
か
け
て
４
棟
建
て
ら
れ
ま
し
た
が
、
近

年
は
老
朽
化
が
進
み
、
入
居
者
が
減
少
し
て

54
戸
中
20
戸
が
空
室
に
な
り
、
さ
ら
に
３
戸

が
退
去
予
定
と
聞
い
て
い
ま
す
。
入
居
者
の

多
く
は
高
齢
者
で
、
入
居
者
か
ら
は
早
く
水

回
り
を
含
め
た
改
装
を
行
い
、
若
い
人
も
入

居
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
と
の
要
望
が
出
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売
業
）
を
掛
け
合
わ
せ
た
第
６
次
産
業
を
育

て
る
こ
と
は
重
要
と
考
え
ま
す
。

　

農
産
物
の
地
産
地
消
の
推
進
、
６
次
産
業

化
の
推
進
に
つ
い
て
、
今
後
の
町
の
方
針
を

お
伺
い
し
ま
す
。

　

県
で
は
、
養
豚
業
再
生
支
援
セ
ン
タ
ー
の

立
ち
上
げ
や
衛
生
管
理
強
化
に
か
か
る
計
画

策
定
、
講
習
会
開
催
な
ど
の
支
援
策
を
新
年

度
で
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
で
す
。

　

町
の
養
豚
農
家
は
か
な
り
厳
し
い
状
況
が

続
い
て
い
ま
す
。
殺
処
分
や
早
期
出
荷
し
た

豚
は
補
償
が
あ
り
ま
す
が
、
休
業
補
償
な
ど

一
切
無
い
の
が
現
実
で
す
。
再
開
す
る
に
は

飼
養
衛
生
管
理
基
準
の
ク
リ
ア
が
必
須
で
あ

り
、
豚
コ
レ
ラ
対
策
の
た
め
、
防
疫
施
設
整

備
や
施
設
の
大
規
模
改
修
等
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

　

こ
の
設
備
整
備
に
は
、
国
県
補
助
金
が
あ

り
ま
す
が
、
町
の
支
援
に
つ
い
て
、
考
え
を

お
伺
い
し
ま
す
。

町 

長

　

農
産
物
の
地
産
地
消
に
つ
い
て
は
、
地
元

の
農
家
等
が
生
産
し
た
野
菜
な
ど
安
全
で
安

心
な
農
畜
産
物
を
、
年
間
を
通
じ
て
給
食
セ

ン
タ
ー
に
食
材
と
し
て
供
給
し
、
町
内
に
無

い
も
の
は
岐
阜
県
産
の
食
材
を
優
先
的
に
調

達
す
る
な
ど
、
地
産
地
消
を「
食
育
」
の
か

た
ち
で
学
校
給
食
へ
導
入
し
、
町
内
の
園
児

や
児
童
生
徒
に
お
い
し
く
食
べ
て
い
た
だ

き
、
地
元
の
農
産
物
へ
の
理
解
を
深
め
て
も

ら
う
よ
う
促
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
住

民
の
皆
さ
ん
に
も
、
積
極
的
な
利
用
の
お
願

い
と
、
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
農
作
物

の
生
産
や
産
地
化
へ
の
誘
導
も
必
要
と
考
え

ま
す
。

居
希
望
者
数
も
年
々
減
少
し
て
お
り
、
本
年

度
は
10
名
程
度
で
あ
る
こ
と
、
緑
ヶ
丘
住
宅

よ
り
新
し
く
建
築
さ
れ
た
住
宅
で
も
空
室
が

あ
る
こ
と
か
ら
、新
規
の
入
居
希
望
者
に
は
、

十
分
対
応
が
で
き
て
い
る
状
況
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
町
と
し
て
は
、
緑
ヶ
丘
住
宅

の
改
修
だ
け
に
捉
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
町
全

体
の
住
宅
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
時
代
に
対
応

し
た
質
の
高
い
、
魅
力
の
あ
る
町
営
住
宅
を

提
供
で
き
る
よ
う
に
努
め
た
い
と
考
え
ま
す
。

宇
佐
美　
直
道 

議
員

町
営
住
宅
の
入
居
促
進
に
つ
い
て

　

町
全
体
の
町
営
住
宅
の
空
室
数
は
平
成
31

年
３
月
末
時
点
で
１
０
０
戸
あ
り
、
こ
れ
は

管
理
戸
数
全
体
の
約
30
％
に
な
り
、
著
し
く

高
い
空
き
家
率
に
な
っ
て
い
ま
す
。

①
入
居
希
望
者
が
少
な
い
原
因
の
一
つ
に
、

保
証
人
の
問
題
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
揖
斐

川
町
営
住
宅
条
例
に
は
、
入
居
者
に
は
県
内

に
居
住
す
る
連
帯
保
証
人
が
２
名
必
要
と
あ

り
、
こ
れ
は
県
外
か
ら
の
移
住
者
、
身
寄
り

の
な
い
高
齢
者
に
は
難
し
い
条
件
で
す
。
県

営
住
宅
で
は
、
平
成
30
年
か
ら
連
帯
保
証
人

が
２
名
か
ら
１
名
と
な
り
、
法
人
が
保
証
人

に
な
る
こ
と
も
可
能
に
な
り
ま
し
た
。町
も
、

県
と
同
様
に
入
居
条
件
を
緩
和
し
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

②
今
後
、
増
加
が
予
想
さ
れ
る
外
国
人
労
働

者
の
町
営
住
宅
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
ど
の

よ
う
な
対
応
を
考
え
て
い
ま
す
か
。

③
四
日
市
市
で
は
公
営
住
宅
の
目
的
外
使
用

を
国
土
交
通
省
に
届
出
し
て
承
認
を
得
た
上

で
、
大
学
生
を
市
営
住
宅
に
優
遇
し
て
入
居

さ
せ
、
自
治
会
活
動
、
高
齢
者
の
見
守
り
、

災
害
時
の
共
同
活
動
を
担
わ
せ
て
い
ま
す
。

町
で
も
、
目
的
外
使
用
と
し
て
、
地
域
活
動

に
興
味
が
あ
る
学
生
、
子
育
て
支
援
・
高
齢

者
生
活
支
援
等
を
行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
雪
の

多
い
山
間
部
に
お
住
ま
い
で
孤
立
の
不
安
を

抱
え
る
高
齢
者
の
方
々
の
冬
季
入
居
等
を
検

討
し
、
地
域
の
活
性
化
、
人
口
流
出
防
止
の

手
段
と
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

産
業
建
設
部
長

　

町
営
住
宅
の
入
居
促
進
に
つ
い
て
は
、
以

前
よ
り
入
居
要
件
や
収
入
基
準
条
件
の
拡
充

や
緩
和
を
実
施
し
、
そ
の
時
代
の
ニ
ー
ズ
に

合
う
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

入
居
時
の
連
帯
保
証
人
に
つ
い
て
、
原
則
２

名
を
必
要
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
特
別
な
事

情
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
１
名

と
す
る
こ
と
が
で
き
る
規
定
も
併
せ
て
設
け

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
に
連
帯
保
証
人
と
な
る
方
に

対
し
て
保
証
限
度
額
を
設
定
し
、
保
証
人
の

負
担
を
軽
減
す
る
規
則
改
正
の
手
続
き
を
現

在
進
め
て
お
り
、
本
年
４
月
か
ら
運
用
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

法
人
が
保
証
人
と
な
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
県
の
事
例
な
ど
を
参
考
に
し
て
、
今
後
、

検
討
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

外
国
人
労
働
者
の
利
用
に
つ
い
て
、
町
で

は
、国
か
ら
の
通
知
に
よ
り
運
用
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
永
住
権
を
有
す
る
外
国
人
は
、

日
本
人
と
同
様
の
対
応
と
し
、
永
住
権
を
持

た
な
い
中
長
期
在
留
者
の
外
国
人
は
、
地
域

実
情
を
勘
案
の
う
え
対
応
を
し
て
い
ま
す
。

　

目
的
外
使
用
に
つ
い
て
、
町
は
、
平
成
23

年
３
月
に
地
域
再
生
計
画（
揖
斐
川
町
公
営

住
宅
有
効
活
用
計
画
）
を
内
閣
総
理
大
臣
か

ら
認
定
さ
れ
、
空
き
家
の
多
か
っ
た
６
住
宅

に
お
い
て
、
所
得
要
件
お
よ
び
同
居
要
件
な

ど
を
緩
和
す
る
目
的
外
使
用
制
度
を
導
入
し

て
運
用
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
目
的
外
使
用
の
拡
充
や
緩
和
に
つ

い
て
は
、
他
市
町
の
事
例
を
参
考
に
し
な
が

ら
、
検
討
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

岩
間　
　
誠 

議
員

豚
コ
レ
ラ
対
策
の
推
進
に
つ
い
て

　

町
内
で
、
昨
年
８
月
に
豚
コ
レ
ラ
が
発
生

し
、
３
６
１
１
頭
の
豚
が
殺
処
分
さ
れ
ま
し

た
。

　

豚
コ
レ
ラ
の
発
端
は
、
平
成
30
年
９
月

に
岐
阜
市
で
発
生
し
、
そ
の
後
、
今
年
２

月
に
沖
縄
市
で
発
生
す
る
ま
で
56
件
発
生

し
、
う
ち
岐
阜
県
内
で
26
件
が
発
生
し
ま

し
た
。
全
国
で
95
農
場
、
４
と
畜
場
で
、
計

１
６
万
４
１
４
８
頭
が
影
響
を
受
け
ま
し
た
。

　

町
に
は
３
軒
の
養
豚
農
家
が
あ
り
ま
す

が
、
現
在
は
１
軒
で
豚
３
０
０
頭
を
飼
育
す

る
の
み
で
す
。

　

町
の
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
平
成
30
年
度

は
７
０
０
件
、
２
０
３
６
万
１
千
円
で
、
肉

類
の
返
礼
品
は
、
３
１
８
万
円
で
し
た
。
令

和
元
年
度
は
２
月
25
日
現
在
で
、
１
５
３
１

件
、
２
８
３
４
万
７
千
円
、
肉
類
は

３
８
６
万
９
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
町
の

返
礼
品
は
約
10
種
類
１
０
０
品
目
ほ
ど
が
登

録
さ
れ
、
そ
の
中
で
肉
類
は
平
成
30
年
度
で

２
位
、
令
和
元
年
度
も
３
位
と
人
気
が
あ
り

ま
す
。
揖
斐
川
ボ
ー
ノ
ポ
ー
ク
、
健
豚
ソ
ー

セ
ー
ジ
は
ブ
ラ
ン
ド
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

取
れ
た
物
に
付
加
価
値
を
付
け
て
販
売
す

る
、
第
１
次
産
業（
農
林
水
産
業
）
と
第
２

次
産
業（
製
造
加
工
業
）、
第
３
次
産
業（
販
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授
業
時
間
の
確
保
の
た
め
に
、
夏
休
み
の
日

数
を
短
縮
す
る
学
校
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
小
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
の
普
及
に
伴

い
、
夏
の
間
で
も
良
好
な
環
境
の
中
で
、
授

業
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
も
一
因
と
し
て
挙

げ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
私
は
他
の
自
治
体

の
取
り
組
み
の
よ
う
に
、
余
裕
の
な
い
ぎ
り

ぎ
り
の
時
間
数
の
中
で
授
業
を
行
う
の
で
は

な
く
、
夏
休
み
期
間
を
短
縮
し
、
授
業
日

数
、
授
業
時
間
数
を
し
っ
か
り
と
確
保
し
た

上
で
、
児
童
生
徒
へ
の
質
の
高
い
、
ゆ
と
り

の
あ
る
授
業
を
行
う
こ
と
も
必
要
で
は
な
い

か
と
考
え
ま
す
。

　

こ
の
夏
休
み
期
間
の
短
縮
に
つ
い
て
、
町

と
し
て
の
考
え
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

教
育
長

　

学
習
指
導
要
領
が
改
訂
さ
れ
、
令
和
２
年

度
よ
り
小
学
校
、
令
和
３
年
度
よ
り
中
学
校

で
全
面
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

特
に
小
学
校
３
・
４
年
生
は「
外
国
語
活

動
」
と
し
て
年
間
35
時
間
、
５
・
６
年
生
で

は
新
し
い
教
科「
外
国
語
」
と
し
て
年
間
70

時
間
の
授
業
が
加
わ
り
ま
す
。

　

現
在
、
小
学
校
で
は
移
行
期
間
と
し
て
、

３
・
４
年
生
で
15
時
間
以
上
、
５
・
６
年
生
で

50
時
間
以
上
の「
外
国
語
活
動
」
の
授
業
を

行
っ
て
お
り
、
実
質
の
増
加
時
数
は
20
時
間

程
と
な
り
ま
す
。
各
小
学
校
で
は
、
毎
日
の

日
課
を
見
直
し
た
り
、
こ
れ
ま
で
５
時
間
授

業
で
あ
っ
た
日
を
６
時
間
に
し
た
り
、
従
来

の
時
間
割
の
枠
の
中
で
新
た
に
授
業
時
間
を

確
保
し
て
い
ま
す
。

　

町
と
し
て
も
、
今
年
度
、
普
通
教
室
と
特

別
教
室
の
エ
ア
コ
ン
の
設
置
を
完
了
し
、
暑

　

６
次
産
業
化
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

町
内
に
は
６
次
産
業
化
認
定
事
業
者
が
３
団

体
あ
り
、
地
域
資
源
の
有
効
活
用
を
図
っ
て

い
ま
す
。
今
後
、岐
阜
県
６
次
産
業
化
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
等
の
専
門
家
ら
の
意
見
も
聞
き

な
が
ら
新
た
な
商
品
開
発
に
努
め
、
県
内
外

で
開
催
さ
れ
る
商
談
会
・
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参

加
を
通
し
て
販
路
開
拓
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、「
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
」
と
し
て
の

活
用
に
も
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
中
長
期
的
な
視
点
と
し
て
、
農
業

だ
け
で
な
く
様
々
な
町
内
外
の
業
種
が
つ
な

が
っ
て
、
新
た
な
展
開
や
支
援
が
生
ま
れ
る

よ
う
な
刺
激
し
あ
う
場
と
し
て
、
異
業
種
交

流
会
も
引
き
続
き
開
催
し
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。

　

一
方
で「
地
産
地
消
」「
６
次
産
業
」
の
根

幹
を
揺
る
が
し
か
ね
な
い
鳥
獣
害
被
害
対
策

に
つ
い
て
、
引
き
続
き
必
要
な
対
策
を
講
じ

な
が
ら
、
一
層
の
推
進
に
努
め
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

豚
コ
レ
ラ
対
策
に
か
か
る
設
備
整
備
に

は
、
国
や
県
の
補
助
金
の
ほ
か
、
県
創
設
の

「
岐
阜
県
豚
コ
レ
ラ
緊
急
対
策
資
金
」
等
の

制
度
資
金
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
制
度
の
有
効
活
用
や
、
県
に
新
た
な
補
助

制
度
の
創
設
の
要
望
な
ど
、
町
と
し
て
出
来

る
範
囲
の
支
援
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

岡
部　
栄
一 

議
員

揖
斐
病
院
移
転
問
題
の
そ
の
後
に
つ
い
て

　

昨
年
４
月
19
日
に
突
然
、
厚
生
連
か
ら
議

会
に
対
し
て
揖
斐
病
院
移
転
の
説
明
が
あ

り
、
そ
れ
に
対
し
て
私
は
６
月
定
例
会
の
一

般
質
問
の
中
で「
住
民
の
皆
さ
ん
へ
の
影
響

を
最
小
限
に
す
る
た
め
の
対
策
を
早
急
に
講

ず
る
必
要
が
あ
る
」
と
の
質
問
を
致
し
ま
し

た
。

　

そ
う
し
た
中
で
、
昨
年
９
月
２
日
に
町
か

ら
厚
生
連
に
対
し
て
、
移
転
に
関
す
る
要
望

書
が
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、移
転
問
題
の
そ
の
後
に
つ
い
て
、

３
点
お
尋
ね
し
ま
す
。

①
今
日
ま
で
要
望
書
に
対
し
て
、
厚
生
連
か

ら
何
ら
か
の
回
答
は
あ
り
ま
し
た
か
。

②
要
望
書
の
提
出
以
外
、
こ
れ
ま
で
に
厚
生

連
に
対
し
て
協
議
と
か
働
き
掛
け
な
ど
、
何

か
具
体
的
な
対
策
を
講
じ
ら
れ
ま
し
た
か
。

③
現
在
、
揖
斐
病
院
内
に
あ
る
病
児
病
後
児

保
育
所
も
大
野
町
の
新
病
院
に
移
転
す
る
計

画
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
遠
方
の
大
野
町
で

は
な
く
、
引
き
続
き
町
内
で
設
置
さ
れ
る
よ

う
厚
生
連
に
要
望
す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

町 

長

　

昨
年
４
月
19
日
、
岐
阜
厚
生
連
か
ら「
揖

斐
厚
生
病
院
の
新
病
院
構
想
に
つ
い
て
」
と

題
し
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
９
月
２
日
、
町
と
議
会
の
連
名

で
厚
生
連
に
揖
斐
厚
生
病
院
の
移
転
に
関
す

る
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

厚
生
連
か
ら
は
、
要
望
書
に
対
す
る
書
面

と
し
て
の
回
答
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
ご
ざ
い

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
２
月
上
旬
、
住
民
福

祉
部
長
か
ら
岐
阜
厚
生
連
に
対
し
、
要
望
書

の
回
答
が
無
い
こ
と
へ
の
説
明
を
求
め
ま
し

た
。
そ
の
内
容
は「
現
時
点
で
は
医
師
の
体

制
な
ど
確
定
で
き
な
い
状
況
が
あ
る
た
め
、

要
望
に
対
す
る
明
確
な
回
答
は
難
し
く
、
医

師
の
確
保
な
ど
に
引
き
続
き
努
め
て
い
き
た

い
。」
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
農
業
関
係
の
会
議
等
で
岐
阜
厚

生
連
の
会
長
や
、
代
表
理
事
長
な
ど
の
執
行

部
と
お
会
い
し
た
折
に
も
お
聞
き
し
て
お
り

ま
す
が
、「
医
師
体
制
な
ど
課
題
が
山
積
し

て
お
り
、
現
時
点
で
は
岐
阜
厚
生
連
と
し
て

回
答
で
き
る
状
況
に
な
っ
て
い
な
い
」
と

伺
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
要
望
書
と
し
て
正
式
に
書
面
で

提
出
し
て
か
ら
６
カ
月
が
経
過
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
正
式
な
回
答
を
求
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

現
在
、
揖
斐
厚
生
病
院
で
行
っ
て
い
る
病

児
病
後
児
保
育
所
は
、
町
か
ら
揖
斐
厚
生
病

院
に
委
託
を
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

病
院
移
転
後
は
、
町
内
の
病
児
病
後
児
保

育
所
が
無
く
な
り
ま
す
が
、
現
在
の
利
用
状

況
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
等
を
考
え
、

町
内
の
ど
こ
か
に
設
置
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
ま
す
。

　

岐
阜
厚
生
連
に
引
き
続
き
お
願
い
す
る
の

か
、
他
の
医
療
機
関
等
に
委
託
す
る
か
、
直

営
で
実
施
す
る
か
な
ど
の
選
択
肢
が
あ
り
ま

す
の
で
、今
後
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

岡
部　
栄
一 

議
員

小
中
学
校
の
夏
休
み
期
間
の
短
縮
に
つ
い
て

　

小
中
学
校
の
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
が
な

さ
れ
、
小
学
校
で
は
新
た
に
英
語
の
授
業
が

年
間
で
35
時
限
増
加
す
る
こ
と
に
な
り
、
従

来
の
時
間
割
の
枠
の
中
で
、
如
何
に
し
て
こ

の
英
語
の
授
業
枠
を
確
保
す
る
か
、
教
育
委

員
会
、
学
校
も
ご
苦
労
さ
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
で
、
全
国
の
自
治
体
で
は
、
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ス
市
近
郊
の
タ
ー
ル
火
山
爆
発
に
よ
り
、
延

期
に
な
っ
た
こ
と
は
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

　

福
祉
施
設
の
人
材
確
保
、
文
化
的
・
人
的

交
流
を
含
め
、
町
が
世
界
に
羽
ば
た
く
機
会

と
な
る
交
流
に
協
力
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
が
、
町
は
、
今
後
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国

と
の
関
係
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
ま
す
か
。
さ
ら
に
、
人
的
交
流
と
し
て
岐

阜
県
立
揖
斐
高
校
の
学
生
間
交
流
も
視
野
に

入
れ
て
い
ま
す
か
。
町
の
考
え
を
お
伺
い
し

ま
す
。

町 

長

　

平
成
30
年
度
と
令
和
元
年
度
に
、
議
会
海

外
戦
略
推
進
特
別
委
員
会
委
員
長
、
副
委
員

長
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国
を
訪
問
さ
れ
ま
し

た
。
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
バ
ザ
ー
へ
の
参

加
に
よ
る
観
光
物
産
Ｐ
Ｒ
、
在
フ
ィ
リ
ピ
ン

日
本
国
大
使
館
、
イ
ビ
デ
ン
を
通
じ
て
工
場

が
あ
る
サ
ン
ト
ト
マ
ス
市
へ
の
表
敬
訪
問
な

ど
、
相
互
の
関
係
を
深
め
た
意
義
の
あ
る
も

の
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

本
年
１
月
末
に
は
サ
ン
ト
ト
マ
ス
市
長
を

は
じ
め
市
会
議
員
や
市
の
関
係
者
が
、
揖
斐

川
町
に
来
町
さ
れ
る
こ
と
で
調
整
し
て
い
ま

し
た
が
、
１
月
12
日
の
タ
ー
ル
火
山
噴
火
に

よ
り
、
サ
ン
ト
ト
マ
ス
市
へ
の
影
響
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
残
念
な
が
ら
訪
問
が
延
期
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国
と
の
関
係
の
進
め
方

に
つ
い
て
は
、
先
ず
は
お
互
い
の
地
域
の
実

情
な
ど
を
把
握
し
な
が
ら
、
相
互
の
自
治
体

間
で
今
後
ど
の
よ
う
な
交
流
が
で
き
る
か
、

検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
揖
斐
高
校
生
に
つ
い
て
も
、
今
後
、

併
せ
て
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

い
時
期
も
学
習
し
や
す
い
環
境
整
備
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

　

夏
休
み
期
間
の
短
縮
は
、
教
育
委
員
会
と

校
長
会
と
で
検
討
を
重
ね
、
令
和
２
年
度
か

ら
夏
休
み
を
３
日
間
短
縮
し
、
８
月
27
日
か

ら
２
学
期
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。
良
好
な

教
室
環
境
を
有
効
に
利
用
し
な
が
ら
児
童
生

徒
へ
の
質
の
高
い
、
ゆ
と
り
の
あ
る
授
業
を

行
う
よ
う
、
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

栗
田　
昭
行 

議
員

北
方
城
山
の
迂
回
ト
ン
ネ
ル
の
新
設
に
つ
い
て

　

町
は
約
94
％
が
森
林
と
河
川
等
で
、
急
峻

な
山
が
多
く
、
昔
か
ら
揖
斐
川
上
流
を
北
山

と
呼
び
、
西
北
側
の
山
脈
に
よ
っ
て
関
西
と

北
陸
に
抜
け
る
道
は
、
八
草
峠
、
冠
山
峠
等

の
峠
を
越
え
て
行
く
道
で
し
た
。

　

関
西
に
抜
け
る
国
道
３
０
３
号
線
は
、
平

成
20
年
11
月
に
八
草
ト
ン
ネ
ル
が
開
通
し
、

現
在
は
鉄
嶺
ト
ン
ネ
ル
が
開
削
中
で
あ
り
、

こ
の
ト
ン
ネ
ル
が
完
成
す
る
と
、
滋
賀
県
木

之
本
町
ま
で
の
時
間
は
相
当
短
縮
さ
れ
ま
す
。

　

国
道
４
１
７
号
線
は
、
冠
山
ト
ン
ネ
ル
の

完
成
に
よ
り
、
福
井
県
大
野
町
ま
で
の
道
は

と
て
も
便
利
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
国
道
３
０
３
号
線
と
４
１
７
号
線
が

北
山
に
向
か
う
道
路
は
、
北
方
城
山
の
揖
斐

川
左
岸
を
通
り
ま
す
。
揖
斐
川
と
道
路
と
の

高
低
差
は
約
55
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
道
路
の
一

部
は
急
峻
な
岸
壁
に
土
台
を
築
い
た
片
桟
橋

式
の
構
造
で
す
。
そ
の
道
路
の
下
に
は
北
方

の
命
の
水
と
言
わ
れ
る
飛
鳥
川
用
水
が
通
っ

て
い
ま
す
が
、
時
々
行
わ
れ
て
い
る
崩
落
防

止
工
事
の
際
は
、
工
事
の
注
意
事
項
に
山
が

動
い
て
い
ま
す
と
の
表
示
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
危
険
箇
所
を
回
避
し
、
安
全

に
通
行
す
る
た
め
、
北
方
城
山
の
下
部
を
通

る
ト
ン
ネ
ル
を
新
設
し
、
道
路
の
バ
イ
パ
ス

化
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
と
考
え
ま
す
が
、

町
の
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

町 

長

　

町
と
し
て
は
、
先
日
開
通
の
東
海
環
状
自

動
車
道
大
野
神
戸
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を

「
東
の
玄
関
口
」、
国
道
３
０
３
号
の
八
草
ト

ン
ネ
ル
を「
西
の
玄
関
口
」、
国
道
４
１
７
号

の
冠
山
峠
道
路
を「
北
の
玄
関
口
」
と
位
置

づ
け
、
こ
れ
ら
を
結
ぶ
国
道
３
０
３
号
と
国

道
４
１
７
号
は
、
緊
急
輸
送
道
路
で
あ
る
と

と
も
に
住
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
お
よ
び
北
陸

圏
と
中
京
圏
を
結
ぶ
、
産
業
経
済
の
発
展
や

観
光
の
活
性
化
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

最
重
要
路
線
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
国
道
３
０
３
号
の
整
備
と
し
て
、

（
仮
称
）
鉄
嶺
ト
ン
ネ
ル
の
掘
削
工
事
や
坂

内
坂
本
地
内
の
ト
ン
ネ
ル
坑
口
付
近
の
護

岸
付
替
工
事
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
国
道

３
０
３
号
の
バ
イ
パ
ス
機
能
を
有
す
る
都
市

計
画
道
路
大
野
揖
斐
川
線
も
順
次
、
事
業
が

実
施
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
都
市
計
画
道
路
終
点
の
房
島
七
ヶ

井
北
か
ら
西
へ
、イ
ビ
デ
ン
の
前
を
通
る「
ふ

る
さ
と
農
道
」
を
経
由
し
、
国
道
３
０
３
号

と
の
合
流
点
ま
で
の
区
間
を
、
現
在
、
策
定

中
の
町
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
新
た

な
都
市
計
画
道
路
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
ま

す
。
城
山
の
下
部
を
通
る
ト
ン
ネ
ル
に
つ
い

て
も
、国
道
３
０
３
号
の
バ
イ
パ
ス
と
し
て
、

町
と
大
野
町
で
組
織
す
る「
国
道
３
０
３
号

改
良
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
」
な
ど
に
お
い

て
、
県
に
道
路
整
備
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に

強
く
要
望
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

国
道
４
１
７
号
は
、
平
成
30
年
10
月
に「
横

山
鶴
見
バ
イ
パ
ス
」
が
開
通
し
ま
し
た
が
、

冠
山
峠
道
路
ま
で
の
区
間
に
つ
い
て
は
、
線

形
不
良
区
間
の
解
消
や
法
面
対
策
な
ど
、
ま

だ
ま
だ
課
題
が
多
い
路
線
で
す
。
横
山
鶴
見

バ
イ
パ
ス
の
前
後
区
間
の
横
山
ダ
ム
か
ら
鶴

見
ま
で
の
区
間
に
お
け
る
道
路
改
良
に
つ
い

て
も
、
国
や
県
に
早
期
事
業
着
手
を
要
望
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

町
と
し
て
は「
都
市
計
画
道
路 

大
野
揖
斐

川
線
」
や「
城
山
の
ト
ン
ネ
ル
を
含
め
た
国

道
３
０
３
号
の
バ
イ
パ
ス
」、「
国
道
４
１
７

号
の
道
路
改
良
」
な
ど
を
順
次
進
め
て
い
た

だ
く
よ
う
に
、
今
後
も
引
き
続
き
、
あ
ら
ゆ

る
機
会
を
通
じ
て
県
に
対
し
て
強
く
要
望
し

て
い
き
ま
す
。

栗
田　
昭
行 

議
員

フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国
と
の
見
通
し
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
町
活
性
化
の
た
め
に
海
外
の
観

光
客
を
呼
び
込
も
う
と
海
外
戦
略
を
模
索
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

一
昨
年
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国
大
使
館
の

公
使
に
谷
汲
の
出
身
者
が
赴
任
さ
れ
、
イ
ビ

デ
ン
株
式
会
社
の
最
高
顧
問
が
谷
汲
の
方
と

い
う
縁
も
あ
り
、
町
議
会
議
員
と
町
職
員
が

イ
ビ
デ
ン
の
工
場
が
あ
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和

国
サ
ン
ト
ト
マ
ス
市
へ
視
察
に
行
か
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
昨
年
、
人
材
不
足
で
海
外
の
人

材
確
保
に
前
向
き
な
ハ
ー
ト
ビ
レ
ッ
ジ
谷
汲

の
杜
施
設
長
と
再
度
、
サ
ン
ト
ト
マ
ス
市
へ

視
察
に
行
か
れ
ま
し
た
。

　

本
年
１
月
に
は
、サ
ン
ト
ト
マ
ス
市
よ
り
、

市
長
は
じ
め
市
議
会
議
員
、
市
の
関
係
者
が

来
町
さ
れ
る
予
定
で
し
た
が
、
サ
ン
ト
ト
マ
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（４月１日付けの係長級以上の異動者）令和２年度 人事異動令和２年度 人事異動
氏　名 新　　職 前　　職

副　町　長

高 橋 径 夫 副町長 理　事

参　　　与
衣 斐 良 治 参与 総括部長

高 橋 義 弘 技術参与 再任用

部　長　級

吉 田 好 宏 総務部長兼危機管理監 総務部　次長兼財政課長

今 枝 文 雄 企画部長 企画部　次長兼政策広報課長

橋 本 眞 澄 産業建設部長 産業建設部　次長兼上下水道課長

坂 下 久 幸 議会事務局長 住民福祉部付（部長級）（揖斐広域
連合派遣）

次　長　級
宮 野 正 臣 総務部　次長兼財政課長 総務部　次長兼総務防災課長

土 川 　 靖 総務部　次長兼税務課長 総務部　税務課長

土 屋 英 俊 企画部　次長兼政策広報課長 住民福祉部　住民生活課長

林　　　千恵美
住民福祉部　次長兼健康福祉
課長兼地域包括支援センター
長

住民福祉部　健康福祉課　揖斐
川保健センター長兼藤橋国民健
康保険診療所・坂内国民健康保
険診療所事務長

藤 原 雅 司 産業建設部　次長兼建設課長 岐阜県

岩 間 眞 二 産業建設部　次長兼上下水道
課長

住民福祉部　次長兼健康福祉課
長兼地域包括支援センター長

池 田 　 毅 産業建設部　次長兼産業振興
課長 岐阜県

河 瀬 浩 治 教育委員会　次長兼教育振興
課長 谷汲振興事務所　地域振興課長

三 島 晃 照 住民福祉部付（次長級）（揖斐
広域連合派遣） 教育委員会　次長兼教育振興課長

課　長　級
松 井 孝 二 総務部　総務防災課長 住民福祉部　子育て支援課長

高 橋 直 樹 企画部　まちづくり推進課
スポーツ推進室長

企画部　まちづくり推進課
未来戦略室　課長補佐

田 島 孝 二 住民福祉部　住民生活課長 企画部　まちづくり推進課
スポーツ推進室　主幹

安 江 瑞 穂
住民福祉部　健康福祉課　揖
斐川保健センター長兼藤橋国
民健康保険診療所・坂内国民
健康保険診療所事務長

住民福祉部　健康福祉課
揖斐川保健センター　主幹

廣 瀬 喜 彦 住民福祉部　健康福祉課付
（課長級）（社会福祉協議会派遣） 再任用

栗 田 俊 彦 住民福祉部　子育て支援課長 総務部　財政課　課長補佐

古 野 利 仁 産業建設部　産業振興課付
（課長級）（揖斐郡森林組合派遣） 再任用

所 　 貴 宏 会計管理者兼会計課長 教育委員会　教育振興課　課長
補佐

高 橋 茂 盛 教育委員会　教育振興課
学校給食センター所長 再任用

岡 部 治 久 谷汲振興事務所地域振興課長 産業建設部　上下水道課　主幹

久 野 賀 弘 藤橋振興事務所長心得兼地域
振興課長 総務部　総務防災課　課長補佐

山 口 勝 彦 坂内振興事務所長兼地域振興
課長 再任用

主　幹　級

竹 山 信 博 総務部　財政課　主幹 総務部　財政課　課長補佐

土 屋 和 久 総務部　税務課　主幹　 総務部　税務課　課長補佐

松 本 幸 久 企画部　政策広報課　水源地
域ビジョン推進事務所　主幹　

企画部　観光文化戦略課　揖斐
川歴史民俗資料館　主幹

小 寺 淳 一 産業建設部　建設課　主幹　 産業建設部　産業振興課　主幹

小 森 　 明 産業建設部　建設課
用地対策監 産業建設部　建設課　課長補佐

上 田 　 憲 教育委員会　教育振興課
主幹 企画部　政策広報課　課長補佐

長 屋 和 宏 教育委員会　教育振興課
主幹 岐阜県

片 岡 和 子 住民福祉部　やまと・きたが
た幼児園（園長）主幹　

住民福祉部　いび幼児園（園長）
主幹

高 橋 美 保 住民福祉部　いび幼児園（園
長）主幹　

住民福祉部　さかうち幼児園（園
長）主幹

林 　 恵 美 住民福祉部　子育て支援セン
ター　主幹

住民福祉部　やまと・きたがた
幼児園（園長）主幹

氏　名 新　　職 前　　職
課長補佐級

横 平 　 淳 総務部　財政課　課長補佐 総務部　総務防災課付（課長補
佐級）（岐阜県市町村課派遣）

神 谷 秀 一 総務部　総務防災課
課長補佐

企画部　まちづくり推進課
課長補佐

若 原 輝 幸 総務部　総務防災課
課長補佐

産業建設部　産業振興課
課長補佐

北 野 茂 樹 総務部　税務課　課長補佐 再任用

七 種 典 威 企画部　まちづくり推進課
課長補佐 岐阜県

松 波 好 和 企画部　まちづくり推進課
課長補佐 再任用

窪 田 匡 市 企画部　まちづくり推進課
未来戦略室　課長補佐

企画部　まちづくり推進課
未来戦略室　係長

松 野 興 伸 企画部　観光文化戦略課
課長補佐 再任用

坪 井 公 師 住民福祉部　住民生活課
課長補佐

住民福祉部　住民生活課
係長

森 本 幸 晴 住民福祉部　住民生活課
課長補佐 再任用

増 元 洋 成 産業建設部　建設課
課長補佐 産業建設部　建設課　係長

高　橋　富士夫 産業建設部　上下水道課
課長補佐

企画部　まちづくり推進課
スポーツ推進室　課長補佐

永 井 和 直 産業建設部　上下水道課
課長補佐

産業建設部　上下水道課
係長

竹 中 正 和 産業建設部　産業振興課
課長補佐

産業建設部　建設課
課長補佐

小 寺 良 英 春日振興事務所　地域振興課
課長補佐

久瀬振興事務所　地域振興課
課長補佐

高 橋 良 尚 坂内振興事務所　地域振興課
課長補佐

企画部　政策広報課　水源地域
ビジョン推進事務所　課長補佐

河 瀬 隆 子 住民福祉部　きよみず幼児園
（園長）課長補佐

住民福祉部　たにぐみ幼児園
（園長）課長補佐

高 橋 一 恵 住民福祉部　たにぐみ幼児園
（園長）課長補佐

住民福祉部　きよみず幼児園
（園長）課長補佐

係　長　級
土 本 雅 代 総務部　財政課　係長 総務部　財政課　主査

山 本 智 代 総務部　総務防災課　係長 総務部　総務防災課　主査

高 橋 由 利 総務部　総務防災課付（係長
級）（岐阜県市町村課派遣）

久瀬振興事務所　地域振興課
係長

河 村 里 奈 総務部　総務防災課付（係長級）
（養基小学校保育所組合派遣）

産業建設部　産業振興課
主査

高 橋 康 弘 総務部　総務防災課付（係長
級）（経済産業省派遣）

総務部　総務防災課付（主査
級）（経済産業省派遣）

宮 脇 憲 輔 企画部　政策広報課　係長 企画部　観光文化戦略課
係長

木野村　　　亨 企画部　政策広報課　係長 産業建設部　上下水道課
係長

松 尾 和 由 企画部　観光文化戦略課
係長 企画部　政策広報課　係長

高 橋 正 宗 住民福祉部　住民生活課
係長

住民福祉部　住民生活課付
（主査級）（後期高齢者医療広
域連合派遣）

宮 腰 美 和 住民福祉部　健康福祉課
係長

住民福祉部　健康福祉課
主査

田 中 千 佳 住民福祉部　健康福祉課付
（係長級）（揖斐広域連合派遣）　

住民福祉部　住民生活課
係長

吉 田 美 貴 住民福祉部　子育て支援課
係長

住民福祉部　子育て支援課　
主査

浅 野 広 光 産業建設部　建設課　係長 谷汲振興事務所　地域振興課
係長

原 　 武 弘 産業建設部　建設課　係長 産業建設部　建設課付（主査
級）（揖斐土木事務所派遣）

宇佐美　みゆき 産業建設部　上下水道課
係長

住民福祉部　健康福祉課
係長

清 水 善 之 産業建設部　上下水道課
係長

住民福祉部　住民生活課
係長

二 宮 　 焦 産業建設部　産業振興課
係長

総務部　総務防災課付（係長級）
（養基小学校保育所組合派遣）

矢　野　陽一郎 産業建設部　産業振興課
係長

久瀬振興事務所　地域振興課
係長

今 井 克 喜 久瀬振興事務所　地域振興課
係長

春日振興事務所　地域振興課
係長
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令
和
３
年
度
採
用
職
員
募
集

揖
斐
川
町
で
は
次
の
と
お
り
職
員
を
募
集

し
ま
す
。

〇
一
般
行
政
事
務
職

■
募
集
人
員　
若
干
名

■
応
募
資
格

　

令
和
３
年
４
月
１
日
現
在
に
お
い
て
満
30

歳
以
下
の
方
で
、
学
校
教
育
法
に
基
づ
く
大

学（
短
期
大
学
を
除
く
）
を
卒
業
ま
た
は
令

和
３
年
３
月
卒
業
見
込
み
の
方

〇
保
育
士

■
募
集
人
員　
若
干
名

■
応
募
資
格

　

令
和
３
年
４
月
１
日
現
在
に
お
い
て
満
30

歳
以
下
の
方
で
、
保
育
士
と
な
る
資
格
を
有

し
、
保
育
士
登
録
簿
に
登
録
し
た
方
、
ま
た

は
令
和
２
年
度
内
に
そ
の
登
録
見
込
み
の

方
）

■
受
付
期
間

　

５
月
７
日（
木
）
～
６
月
５
日（
金
）

■
１
次
試
験

　

日
時　

７
月
12
日（
日
）

　

場
所　

岐
阜
県
立
加
納
高
等
学
校

　

内
容　

教
養
試
験
、
専
門
試
験（
保
育
士

の
み
）、
事
務
適
正
検
査
ほ
か

■
１
次
試
験
発
表　
８
月
下
旬（
予
定
）

■
２
次
試
験　
９
月
上
旬（
予
定
）

　

内
容　

面
接
試
験
、
論
文
試
験
お
よ
び
集

団
討
論

■
最
終
合
格
発
表　
９
月
下
旬（
予
定
）

■
応
募
方
法

　

受
付
期
間
中
に
所
定
の
申
込
用
紙（
役
場

総
務
防
災
課
備
え
付
け
）
に
記
入
し
、
次
の

書
類
を
添
え
て
、
役
場
総
務
防
災
課
ま
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
卒
業（
見
込
）
証
明
書

・
成
績
証
明
書（
最
終
学
歴
）

・
有
資
格
者
の
場
合
は
免
許
証
等
の
写
し

【
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
川
町
役
場
総
務
防
災
課

℡
２
２
‒
２
１
１
１（
内
線
１
２
１
）

 

一
般
事
務
補
助
員
を
募
集
し
ま
す

■
職
種　
一
般
事
務
補
助

■
勤
務
場
所　
揖
斐
川
町
役
場

■
募
集
人
数　
若
干
名

■
勤
務
時
間

月
～
金
曜
日
８
時
30
分
か
ら
17
時

（
国
民
の
休
日
お
よ
び
年
末
年
始
を
除
く
）

■
賃
金
等　
時
給
９
４
２
円

■
必
要
資
格　
パ
ソ
コ
ン
が
使
え
る
方

	

（
エ
ク
セ
ル
・
ワ
ー
ド
等
）

■
期
間　
６
月
１
日（
月
）
～

	

令
和
３
年
３
月
31
日（
水
）

■
応
募
方
法

　
　

履
歴
書（
写
真
添
付
）
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
左
記
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

■
申
込
期
限　
５
月
15
日（
金
）
必
着

※
５
月
中
旬
に
面
接
を
行
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
川
町
役
場
総
務
防
災
課　

℡
２
２
‒
２
１
１
１（
内
線
１
２
１
）

 

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

① 

緑
ヶ
丘
住
宅　
２
戸

・
住　

所　
　

揖
斐
川
町
和
田
３
８
６

・
建
設
年
度　

昭
和
60
年
度

・
中
層
耐
火
構
造
３
階
建　

３
Ｄ
Ｋ

・
駐
車
場　
　

１
台

・
家　

賃　
　

１
６
，
２
０
０
円
～

・
そ
の
他　
　

浴
槽
、
風
呂
が
ま
は
入
居
者

の
持
ち
込
み
に
な
り
ま
す
。

■
敷
金　
家
賃
の
３
か
月
分

■
入
居
条
件

・
現
在
同
居
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す

る
親
族（
婚
約
者
含
む
）
が
あ
る
こ
と
。

・
市
町
村
民
税
お
よ
び
こ
れ
に
準
ず
る

納
付
金
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

・
家
賃
の
ほ
か
に
共
益
費（
下
水
の
使
用

料
・
共
用
部
分
の
電
気
料
な
ど
）、
敷

金
が
必
要
で
す
。

・
所
得
条
件
あ
り
。

※
詳
し
く
は
窓
口
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間　

５
月
１
日（
金
）
～
５
月
15
日（
金
）

※
土
日
祝
日
を
除
く

■
入
居
予
定
日　
６
月
下
旬
を
予
定

② 

島・さ
つ
き（
北
方
）住
宅
お
よ
び
、谷
汲・

春
日
・
久
瀬
・
藤
橋
・
坂
内
地
域
内
の

各
町
営
住
宅
は
、
随
時
募
集
を
し
て
い

ま
す
。

※
詳
し
く
は
窓
口
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
川
町
役
場
建
設
課　

℡
２
２
‒
２
１
１
１（
内
線
３
１
６
）

  

令
和
２
年
度
留
守
家
庭
児
童
教
室

（
夏
休
み
期
間
）
の
入
室
申
請
に
つ
い
て

令
和
２
年
度
留
守
家
庭
児
童
教
室（
夏
休

み
期
間
）
へ
の
入
室
を
希
望
さ
れ
る
保
護
者

の
方
は
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
児
童

町
内
在
住
の
小
学
校
１
年
生
～
６
年
生
の

児
童
の
内
、
保
護
者
の
就
労
等
の
事
情
で
、

昼
間
に
児
童
の
面
倒
を
見
る
こ
と
が
出
来
な

い
家
庭
の
児
童
で
、
左
記
要
件
を
全
て
満
た

し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

①
月
に
15
日
以
上
就
労
等
し
て
い
る
こ
と

②
就
労
等
に
よ
り
保
護
者（
祖
父
母
等
含
む
）

が
昼
間
留
守（
お
お
む
ね
８
時
～
15
時
以

降
ま
で
）
と
な
る
児
童
で
開
設
場
所
ま
で

児
童
を
送
迎
で
き
る
家
庭

■
開
室
期
間
・
時
間

７
月
21
日（
火
）
～
８
月
26
日（
水
）

�

（
土
･
日
･
祝
日
、
８
月
13
・
14
日
は
除
く
）��

８
時
～
18
時　

■
利
用
料
金

・
利
用
料　

９
，
０
０
０
円

・
保
険
料　

３
０
０
円

　

利
用
料
・
保
険
料
は
８
月
31
日
に
口
座
振

替
し
ま
す

・
別
途「
お
や
つ
代
」
と
し
て
７
０
０
円
が

必
要
で
す

■
申
請
お
よ
び
提
出
方
法　

①
入
室
希
望
者
…
役
場
子
育
て
支
援
課

　

窓
口
ま
た
は
各
留
守
家
庭
児
童
教
室
で
申

請
書
類
を
入
手
い
た
だ
き
、
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
役
場
子
育
て
支
援
課
窓
口
へ

提
出

②
既
入
室
者
…
別
途
各
教
室
を
通
じ
入
室
希

望
調
査
を
行
う
た
め
、
申
請
は
不
要

■
受
付
期
間

　

５
月
18
日（
月
）～
５
月
25
日（
月
）の
平
日

８
時
30
分
～
17
時
15
分

■
そ
の
他

毎
年
夏
休
み
期
間
の
み
開
設
す
る
春
日
小

学
校
内
で
の
留
守
家
庭
児
童
教
室
に
つ
い
て

は
、
別
途
ご
案
内
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
川
町
役
場
子
育
て
支
援
課

℡
２
２
‒
２
１
１
１（
内
線
２
４
２
）
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高
齢
運
転
者
後
付
け
安
全
装
置
設

置
に
関
す
る
補
助
制
度
の
ご
案
内

■
対
象
者

令
和
２
年
４
月
15
日

か
ら
令
和
３
年
３
月
15

日
の
間
に
後
付
け
安
全

装
置
の
設
置
を
行
っ

た
、
揖
斐
川
町
内
に
住

所
を
有
す
る
75
歳
以
上

の
方
。

※
後
付
け
の
安
全
装
置
に
つ
い
て
、
急
発
進

等
抑
制
装
置
の
先
行
個
別
認
定
要
領
に

基
づ
く
認
定
を
受
け
た
も
の
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

■
支
援
内
容

自
家
用
車
１
台
あ
た
り
１
万
円
を
補
助
。

た
だ
し
、
補
助
対
象
者
１
人
に
つ
き
１
回
限

り
の
交
付
と
し
ま
す
。

■
必
要
書
類

印
鑑
、補
助
金
の
振
込
先
が
分
か
る
も
の
、

お
よ
び
左
記
の
書
類
を
総
務
防
災
課
窓
口
へ

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

①
後
付
け
の
安
全
装
置
設
置
を
証
す
る
書
類

②
運
転
免
許
証

③
後
付
け
の
安
全
装
置
を
設
置
す
る
、
自
家

用
自
動
車
の
自
動
車
検
査
証
の
写
し
。

④
支
払
額
が
分
か
る
も
の（
領
収
書
等
）
の

写
し
。

■
申
請
期
間

４
月
15
日
～
令
和
３
年
３
月
15
日

【
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
川
町
役
場
総
務
防
災
課

℡
２
２
‒
２
１
１
１（
内
線
１
２
２
）

  

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
撤
去
費
用
の

�

一
部
を
補
助
し
ま
す

○
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
撤
去
補
助
事
業

　

老
朽
化
や
劣
化
し
た
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
は
、

地
震
等
に
よ
り
倒
壊
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。倒
壊
に
よ
る
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、

撤
去
費
用
に
つ
い
て
補
助
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

■
対
象
と
な
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等

①
国
・
県
道
お
よ
び
町
管
理
道
路（
通
学
路

を
含
む
）
に
接
し
て
い
る
こ
と

②
道
路
地
盤
面
か
ら
高
さ
60
㌢
以
上
で
あ
る

こ
と

※
私
道
お
よ
び
民
地
境
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
は

対
象
外

■
補
助
対
象
の
工
事

①
道
路
地
盤
面
か
ら
の
高
さ
を
40
㌢
以
下
に

切
り
下
げ
る
、
も
し
く
は
撤
去
す
る
工
事

※
原
則
、
同
一
敷
地
内
の
道
路
に
接
面
す
る

場
所
に
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
は
全
て
工

事
対
象
と
す
る
こ
と

②
前
面
道
路
が
建
築
基
準
法
第
42
条
第
２
項

に
該
当
す
る
場
合
は
後
退
範
囲
内
に
お

い
て
全
撤
去
と
す
る

■
補
助
額
・
上
限
額

①
補
助
対
象
事
業
費
の
２
分
の
１

②
上
限
10
万
円

■
注
意
事
項

①
補
助
し
た
同
一
敷
地
内
の
道
路
に
接
面
す

る
場
所
に
再
度
災
害
に
つ
な
が
る
恐
れ

の
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
を
設
置
し
な
い

こ
と

②
工
事
着
工
前
に
申
請
す
る
こ
と

③
施
工
業
者
は
、
建
設
業
法
第
３
条
第
１
項

の
許
可
を
受
け
た
建
設
業
者
に
限
る

■
受
付
開
始
日　
４
月
30
日（
木
）

　

補
助
に
あ
た
り
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
川
町
役
場
建
設
課

℡
２
２
‒
２
１
１
１（
内
線
３
１
６
）

  

木
造
住
宅
の
耐
震
対
策
支
援
を

�

行
っ
て
い
ま
す

今
後
起
こ
り
得
る
地
震
災
害
に
備
え
、
地

震
に
強
い
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

て
、
木
造
住
宅
の
耐
震
対
策
支
援
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

○
木
造
住
宅
耐
震
診
断
事
業

「
耐
震
診
断
」
と
は
建
物
が
持
つ
構
造
状

態
を
評
価
し
、
耐
震
性
能
を
判
定
す
る
こ
と

で
す
。

耐
震
診
断
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
お
住
ま

い
の
木
造
住
宅
の
耐
震
性
能
を
確
認
す
る
こ

と
が
可
能
で
す
。
こ
の
機
会
に
実
施
し
て
み

て
は
い
か
か
で
し
ょ
う
か
。

※
当
事
業
で
は「
一
般
診
断
法
」
に
よ
る
耐

震
診
断
と
な
り
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
木
造
住
宅

補
助
対
象
と
な
る
住
宅
は
次
の
と
お
り
で

す
。

①
一
戸
建
て
、
長
屋
お
よ
び
共
同
住
宅（
昭

和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
築
さ
れ
た

木
造
住
宅
）

②
店
舗
併
用
住
宅
の
場
合
は
、
延
べ
面
積
の

半
分
以
上
が
住
宅
と
し
て
使
用
さ
れ
て

い
る
も
の

■
申
請
者
の
負
担
額　
無
料

■
受
付
棟
数　
10
棟

■
受
付
開
始
日　
５
月
18
日（
月
）

※
先
着
順
と
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

○
木
造
住
宅
耐
震
改
修
工
事
補
助
事
業

　

 

（
補
強
）

耐
震
診
断
を
実
施
し
た
結
果
、「
倒
壊
の

お
そ
れ
あ
り
」
と
さ
れ
た
住
宅
の
補
強
改
修

工
事
を
所
有
者
が
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
経

費
の
一
部
を
補
助
す
る
も
の
で
す
。

■
対
象
と
な
る
改
修
工
事

①
岐
阜
県
木
造
住
宅
耐
震
相
談
士
が
耐
震
改

修
に
関
す
る
設
計
お
よ
び
工
事
監
理
を

実
施
す
る
工
事
。

②
改
修
工
事
に
よ
っ
て
建
物
評
点
が
一
定
以

上
と
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
工
事
。

　

た
だ
し
、
町
承
諾
後
の
着
工
で
事
業
年
度

内
に
工
事
が
終
了
し
、
支
払
い
完
了
で
き

る
こ
と
。

■
補
助
金
額

対
象
工
事
費
の
最
大
61
．
5
％
（
最
大

１
０
１
万
９
千
円
。
改
修
の
方
法
に
よ
り
、

補
助
金
額
が
変
わ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
）

■
受
付
棟
数　
若
干
数

■
受
付
開
始
日　
５
月
18
日（
月
）

※
事
前
に
具
体
的
な
ご
相
談
が
あ
る
場
合
は

優
先
し
て
受
け
付
け
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

 

令
和
２
年
工
業
統
計
を
実
施
し
ま
す

工
業
統
計
調
査
は
、
我
が
国
に
お
け
る
工

業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
統
計
法
に
基
づ
く
重
要
な
調
査
で
す
。

調
査
の
趣
旨
・
必
要
性
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、
ご
回
答
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
調
査
対
象

　

従
業
者
４
人
以
上
の
全
て
の
製
造
事
業
所

■
調
査
時
点　
６
月
１
日

【
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
川
町
役
場
政
策
広
報
課

℡
２
２
‒
２
１
１
１（
内
線
１
１
３
）

※
対
象
と
な
る
装
置
、取
付
方
法
な
ど
に
制
限

が
あ
り
ま
す
の
で
、事
前
に
窓
口
ま
た
は

お
電
話
に
て
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
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長
者
の
里
キ
ャ
ン
プ
場

�

維
持
管
理
人
を
募
集
し
ま
す

■
職　
　
種	

施
設
維
持
管
理

■
勤
務
場
所	
長
者
の
里
キ
ャ
ン
プ
場

■
募
集
人
数	
１
人（
女
性
）

■
勤
務
時
間	
９
時
か
ら
12
時

	

（
１
日
の
場
合
も
あ
り
）

■
賃
金
等	

時
給
９
４
２
円

■
業
務
内
容	

シ
ー
ツ
交
換
、
掃
除
等

■
期　
　
間	

６
月
１
日（
月
）
～

	

令
和
３
年
３
月
31
日（
水
）

■
応
募
方
法

　
　

履
歴
書（
写
真
添
付
）
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
左
記
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

■
申
込
期
限　
５
月
15
日（
金
）
必
着

　

※
５
月
下
旬
ま
で
に
面
接
を
行
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
川
町
役
場
観
光
文
化
戦
略
課　

℡
２
２
‒
２
１
１
１（
内
線
１
６
２
）

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館

「
館
収
蔵
品
展
」
の
ご
案
内

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
館
収
蔵

の
軸
や
書
画
、
写
真
な
ど
を
公
開
す
る
企
画

展
を
開
催
し
ま
す
。

お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ

さ
い
。

■
会
場　
揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館

	

展
示
室

■
期
間　
５
月
30
日（
土
）～
６
月
28
日（
日
）

【
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館　

℡
２
２
‒
５
３
７
３

℡
２
２
‒

２
１
１
１（
内
線
１
１
３
）

  

新
し
い
坂
内
駐
在
所
が

�

誕
生
し
ま
し
た

揖
斐
警
察
署
坂
内
駐
在
所
は
、
建
物
の
老

朽
化
が
進
ん
だ
こ
と
な
ど
か
ら
、
令
和
元
年

９
月
よ
り
建
て
替
え
を
行
っ
て
い
ま
し
た

が
、
３
月
26
日
に
工
事
が
終
了
し
、
運
用
を

開
始
し
ま
し
た
。

新
し
い
駐
在
所
は
、
旧
駐
在
所
に
は
無

か
っ
た
相
談
室
や
外
来
者
用
ト
イ
レ
を
備
え

た
ほ
か
、
警
察
官
の
安
全
に
も
万
全
の
対
策

を
講
じ
た
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
も
、
ど
う
ぞ
気
軽
に
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

住
所　
揖
斐
川
町
坂
内
広
瀬
９
３
５

℡
５
３
‒
２
１
０
６

鵜
飼
の
図
（
野
原
櫻
州
）

　フランスで、23年間暮らし、実家の神社を継ぐため
に帰ってきました。
　帰ってきて驚いたのは、古き良き日本の伝統文化を
色濃く残す揖斐川町の暮らしぶりが大変素晴らしいと
いうことです。
　例えば、タケノコを掘って糠であく抜きをして食べ
る、こんな何気ない日常の風景が、外国人にはとても
魅力的に映ります。そもそも、コメを削った粉をあく
抜きに使ったり、ぬか床として保存食づくりに利用す
るといった発想は、少なくともヨーロッパにはなく、

　町では、長年フランスで教師を
された経験を活かし、町内で外国
人向けのゲストハウスを開業された
保井円さんに、『地域づくりアド
バイザー』を委嘱しました。
今後は、揖斐川町独自の
魅力や価値の向上に対
する指導・助言をい
ただきます。

揖斐川町  地域づくり
               アドバイザー 保井 円さん（大和）

やすい　　　 まどか

その知恵の奥深さに感動します。
　振り返ってみると、揖斐川町の暮らしには、ワラビな
どの山菜やセリなどの野草といった自然の恵みを無
駄なくいただいたり、多くの食物を保存食として再利
用する昔ながらの暮らしぶりがまだまだ残っていま
す。そしてこれらは、世界に誇る日本の文化です。
　食文化一つとっても、これだけ豊かな揖斐川町の
生活。これらを生活のあらゆる面で見直し、生かして
いくことこそ、今後の日本の進むべき道ではないで
しょうか。

古き良き日本の伝統文化を色濃く残す 揖斐川町の暮らしぶりが大変素晴らしい

▲昨年は、世界的に有名な格闘家のジェロム・レ・バンナさんも
保井さんのゲストハウス「宿屋揖斐川」で4泊され、揖斐川町に
ついて「ココこそ日本の原風景。移住したい」と絶賛されました。
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＜地域おこし協力隊＞は、都市部の住民が地方に移住し、地域おこしの担い手と
なる総務省の制度で、全国の地方部で多くの隊員が活動しています。
　揖斐川町にも、3月より新たに1名の隊員が着任し、現在2名が活動しています。
今月・来月と隊員を紹介します。
　まちで見かけたら気軽に声をかけてください！

その1

新たな視点と発想で、町をもっと元気に！

地域おこし協力隊

　信州大学にて森林科学を専攻し、卒業後の2018年
４月に揖斐川町地域おこし協力隊に就任。（３年目）
　木育や森のようちえんなどの環境教育分野を中心に
活動しています。昨年は、森のようちえん全国交流フォ
ーラムの司会も務めました。

　ほかにも『揖斐ジモト大学』や、谷汲にてコワーキング
スペース『畑オフイス』での活動も行なっています。まち
づくりに関する話し合いの際には、グラフィックレコーデ
ィング（絵と文字で記録し、話し合いの内容を見える化
する手法）を用いるなど、多方面で活躍しています。

植村友美 うえむら・ともみ　（滋賀県湖南市出身）

木育（もくいく）の推進で町内の幼児園へ 森のようちえん全国交流フォーラムでは
司会も務めました

話し合いの内容を絵と文字で記録し「見える
化」するグラフィックレコーディング

広大なフィールドで活動する森のようちえん
にて

有

料

広

告

欄
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寿
長
ご

さ
ん

3
月
の

所
ところ

　ひな子 さん
95歳（春日六合）

高
たか

橋
はし

　春
はる

ゑ さん
95歳（小津）

田
た

中
なか

　つね さん
95歳（𦙾永）

こ
の
度
、
次
の
方
が
長
寿
者
褒
賞
を
受

け
ら
れ
、長
寿
の
お
祝
い
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
長
生
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

※
次
の
方
は
、
お
名
前
の
み
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
宗そ
う

宮み
や

　
一か
ず

枝え 

さ
ん（
三
輪
）
100
歳

　
高た
か

橋は
し

　
た
き
ゑ 

さ
ん（
日
坂
）
95
歳

■
お
仕
事
の
受
付

自
分
で
は
無
理
だ
が
プ
ロ
に
頼
む
ま
で
も

な
い
仕
事
な
ど
、
お
困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
ま
ず
は
お
電
話
に
て
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

（
仕
事
例
）

＊
草
刈
り
・
草
取
り

＊
襖
・
障
子
・
網
戸
張
り　

＊
庭
木
剪
定

＊
資
源
ゴ
ミ
等
の
分
別

＊
病
院
等
の
付
き
添
い

＊
家
事
援
助（
洗
濯
、
掃
除
、
窓
拭
き
、
食

事
作
り
、
買
い
物
、
片
付
け
等
）

＊
軽
作
業　

＊
社
内
清
掃　

そ
の
他
の
仕
事
も
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
会
員
募
集

　

２
月
～
３
月
に
町
内
各
地
で
令
和
２
年
度

の
会
員
登
録
会
を
行
い
、多
く
の
方
に
ご
登
録

い
た
だ
き
ま
し
た
。登
録
後
は
、町
内
の
家
庭
や

企
業
か
ら
依
頼
を
受
け
た
仕
事
に
、得
意
な
分

野
で
就
業
し
、
ご
活
躍
い
た
だ
き
ま
す
。特
に

春
か
ら
秋
に
か
け
て
の
草
刈
り
や
、秋
冬
の
庭

木
の
剪
定
の
ご
依
頼
が
多
く
、対
応
で
き
る
会

員
が
不
足
し
て
い
ま
す
。経
験
の
あ
る
方
は
も

ち
ろ
ん
、希
望
者
は
技
術
講
習
会
へ
の
参
加
や

先
輩
会
員
か
ら
の
指
導
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
、
就
業
に
つ
な
が
り
ま
す
。60
歳
以
上
の
健

康
な
方
な
ら
ど
な
た
で
も
ご
登
録
い
た
だ
け

ま
す
の
で
、興
味
の
あ
る
方
は『
事
業
お
よ
び
入

会
説
明
会
』に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
今
月
の
事
業
お
よ
び
入
会
説
明
会

　
５
月
19
日（
火
）　

　

10
時
開
始（
約
一
時
間
半
か
か
り
ま
す
）

【
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

℡
２
３
‒
０
９
０
７

◇
揖
斐
川
町
役
場
へ

３
月
18
日（
水
）、
㈲
揖
斐
川
清
掃
代
表
取

締
役
社
長　

宮
本
実
浩
様
か
ら
社
会
教
育
振

興
の
た
め
に
寄
附
金
１
０
０
万
円
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

４
月
３
日（
金
）、
㈱
イ
ノ
ア
ッ
ク
住
環
境

代
表
取
締
役
社
長　

鈴
木
伸
明
様
か
ら
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、

マ
ス
ク
３
０
０
枚
と
寄
附
金
50
万
円
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

  

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

�

お
知
ら
せ

新規出荷者大募集

〒501‒1201 岐阜県本巣市山口767番地
0581-34-4755道の駅 織部の里もとす

育てた野菜や果実などを販売してみませんか育てた野菜や果実などを販売してみませんか
●入会希望者の方 詳しくは下記までお気軽にお問い合せください。

営業時間
8：30～17：00

営業時間
8：30～17：00

有

料

広

告

欄
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岐阜県広報

岐阜県からのお知らせ
点字版・音声版をご希望の方は、県庁広報課へご連絡ください
音声版には、ＣＤ（デイジー編集）での提供と音声用のテキストデータの配信もあります

ボタンを押して
地元情報をゲット!

ぎふチャン（8ch）データ放送で
「岐阜県からのお知らせ」も
配信中！県政広報テレビ番組

「ぎふ県政ほっとライン」
「清流の国ぎふ
岐阜県ミナモだより」

●県の人口

※令和2年2月1日現在 ※(　)内は前月との比較
1,985,602人（1,317人減）

情報ボックス アイコン
説 明

その他催 し 募 集 資格・研修

県広報は県公式ウェブサイト、広報紙ポータルサイト「マイ広報
紙」・「岐阜イーブックス」、広報紙アプリ「マチイロ」でも公開中！
※掲載している二次元コードは、スマートフォンの機種やアプ
リなどによって、読み込めない場合があります

宿泊施設などに対して、受入環境整備に
かかる費用の補助金を交付しています。
●補助事業／Wi-Fi環境整備及び非常用電
源導入、多言語化整備、消費税免税店開設
準備及び電子決済端末導入、トイレ洋式化

●申請方法／郵送
●申込先・問／県庁海外戦略推進課
  ☎058（272）8360

検索岐阜県受入環境整備補助金

外国人観光客の受入環境整備事業に
対して補助します 

県外の大学などに進学している方で、将
来的に岐阜県にUターンする意思のある
方を対象とした奨学金です。 

清流の国ぎふ大学生等
奨学金の奨学生を募集します

●受付期間／6月5日（金）まで※必着
●申請方法／郵送、持参
●申込先・問／県庁地域振興課
  ☎058（272）8197 

検索清流の国ぎふ大学生等奨学金

●発売期間／5月8日（金）～6月5日（金）
●問／県庁財政課
  ☎058（272）1130

みなさんに県内で購入していただいた宝
くじの販売額のうち、約40％が県の収入
となり、市町村振興や高齢化、少子化対
策など、身近なところで役立てられていま
す。宝くじはぜひ県内の売り場か宝くじ公
式サイトでご購入ください。

ドリームジャンボ宝くじの
購入は県内で！

●試験日／第1次試験6月28日（日）
●試験場所／岐阜市、東京都内
●申込書／人事委員会事務局、各県事務所、
東京事務所などで配付

  ※ウェブサイトからも入手可
●受付期限／5月15日（金）当日消印有効
●申込先・問／県庁人事委員会事務局
  ☎058（272）8796

検索岐阜県職員採用

県職員採用試験（大学卒程度等）の
受験者を募集します 

●とき／6月1日（月）～30日（火）
  　　  16：00～22：00
●問／ぎふ性暴力被害者支援センター
  ☎058（215）8349

性暴力被害に遭われた方が相談しやすい
よう、LINEでの相談を受け付けます。

性暴力被害に関する
LINE相談を実施します

検索ぎふ性暴力被害者支援センター

●とき／6月～令和3年3月
●ところ／【点訳】岐阜市、各務原市
  　　　  【音訳】岐阜市、多治見市
●対象／65歳以下の方
●定員／各20人（先着順）
●料金／無料
●申込期限／5月27日（水）まで 
●申込先・問／（福）岐阜アソシア 
  ☎058（263）1310
  FAX 058（266)6369

検索岐阜アソシア

点訳・音訳奉仕員養成講習会の
受講生を募集します

広報紙をPC・スマホで
@マイ広報紙

マチを好きになるアプリ
@マチイロ

電子書籍ポータルサイト
@岐阜イーブックス

スマホやタブレットで
広報紙が読める☎058（272）1111（代） 058（278）2506FAX県庁広報課

この情報は令和2年4月15日現在のものです。

今月のピックアップ情報

新型コロナウイルス感染症拡大防止にご協力をお願いします

医療機関への通院、食料・医薬品・生活必需品の買い出し、職場への出
勤など、生活の維持に必要な場合を除き、平日・週末問わず、また、早
朝・昼・夜・深夜を問わず、外出を自粛してください。

（１）外出の自粛を徹底してください。

特に、感染リスクが高まる3つの条件（密閉空間、密集場所、密接場面）
が揃う場を徹底的に回避してください。

（２）人との距離を2メートル程度保つようにしてください。

今、岐阜県は新型コロナウイルス感染症が急増しています。
すべての県民の皆様には、以下の徹底をお願いします。

あなた自身と大切な人の命と健康を守るため、
ご理解ご協力をお願いします。

集団感染の共通点



窓口だより窓口だより

広報掲載希望の方は届出の際、窓口にて「広報掲載申込書」をお出しください。
窓口では、婚姻、養子縁組などの戸籍届出に来られた方の本人確認を行っています。（詳細は町のホームページに掲載）
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4月30日（木） 固定資産税1期分・全納
	 軽自動車税　全期分

6月 1日（月） 国民健康保険税　1期分

納め忘れのないように早めに納めましょう。
また、口座振替で納付されている方は、納期限前日までに
預貯金残額の確認と入金をお願いします。

※町税などの納付は安全で便利な口座振替で
※コンビニでも納付できます
※家屋を取り壊したら届出をお忘れなく

人口（対前月比） 男 女 世帯数（対前月比）

合　　 計 20,715（�－ 77） 9,957 10,758 7,986（� － 5）

揖斐川地域 15,584（�－ 47） 7,532� 8,052� 5,751�（� － 1）

谷汲地域 2,874（� － 5） 1,374� 1,500� 1,103�（� 5）

春日地域 871（� － 5） 420� 451� 441�（� 0）

久瀬地域 835（�－ 11） 380� 455� 371�（� － 2）

藤橋地域 216（� － 7） 105� 111� 134�（� － 6）

坂内地域 335（� － 2） 146� 189� 186�（� － 1）

出生 3人 /死亡 27人 /転入等 72人 /転出等 125 人
〈令和 2年 4月 1日現在〉

地　区 氏 　 名 年齢

北 方 ７ 区 細　野　ひ 子 95

桂 成 瀬 定 子 90

房 島 ２ 区 下　里　喜代子 94

房 島 ３ 区 渡 邊 嘉 昭 75

前 島 牧 村 道 子 88

小 柳 堀 　 和 子 79

福 島 大 野 憲 治 83

溝 口 伏 屋 明 80

五 反 田 大 郷 忠 孝 86

出 屋 敷 内　藤　美津子 86

溝 尻 衣 斐 　 浩 87

上 野 木　戸　とよ子 74

上 野 小　岩　てる子 90

谷 汲 大 洞 宇佐美　竹　芳 98

谷 汲 岐 礼 山　本　喜見子 82

春 日 六 合 佐 名 金 森 92

春 日 小 宮 神 小 寺 千 代 95

春 日 美 束 駒　月　すみゑ 92

春 日 美 束 廣　瀨　 津子 85

西 津 汲 竹 中 正 義 83

地　区 赤 ち ゃ ん お父さん お母さん

西 若 松 林
はやし
　　　凛

りん
之
の
丞
すけ

将 司 麻 美

前 島 長
なが

屋
や
瑛
えい

斗
と

彰 宏 絵 里

乙 原 高
たか

橋
はし

実
み
来
く

裕 幸 悠 衣

夫 妻

髙 田 芳 則（福　島） 山 元 麻 衣（京都府京都市）

馬 場 　 洋（上　野） 藤 田 洋 子（兵庫県三田市）

納期限納期限ののお知らせお知らせ

Population人口

令和２年３月届出分

Okuyami死亡　おくやみ申し上げます

出生　お誕生おめでとう Birth

婚姻　幾久しくお幸せに Marriage

お詫びと訂正
広報いびがわ4月号の窓口だより 出生欄（27ページ）に誤りがありました。
ここに深くお詫びし、次のとおり訂正します。

（誤）藤
ふじ

原
はら

　奏
そう

大
た

　→　（正）藤
ふじ

原
はら

　湊
そう

大
た

岐阜県からのお知らせ
自動車税種別割の納期限は６月１日（月）です。自動

車税種別割は、教育や福祉などの行政サービスを行う
ための大切な財源です。必ず納期限までに納めましょ
う。銀行などの金融機関、コンビニでの納付のほか、
インターネットを利用したクレジットカードによる納
付、スマートフォンアプリ「PayB（ペイビー）」「LINE 
Pay（ラインペイ）」を利用した納付もできます。詳し
くは自動車税種別割の納税通知書（５月７日発送）をご
覧ください。

自動車税種別割に関するお問い合せ／
　岐阜県自動車税事務所　℡058-279-3781
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いびがわ図書館が完成しました 竣 工

木育ひろば
・木のおもちゃで遊ぼう
　木育ひろばでは、岐阜県産の木を使ったおもちゃで
自由に遊んでいただけます。
　木のぬくもり、香りを楽しみましょう。
・「木はいいなあ」の本
　木や森に関する図鑑や絵本があります。
　これからどんどんふやしていきます。

　図書館では、木や森と子どもたちが友達になれるよ
う、木のおもちゃでもっと楽しく遊べるコツをお知ら
せしたり、木を使ったおもちゃ作りなど、随時開催し
ていきますので、お楽しみに・・・

児童コーナー
　くつを脱いでご利用ください。
　おうちにいるような気持ちでどうぞ…。

１人用閲覧コーナー
　ご要望に応えて、間仕切しました。
　読書に、学習に、ご自由にどうぞ。

新聞・雑誌コーナー
　木のぬくもりを感じながら、ゆったり
とした時間をお過ごしください。

　岐阜県産のスギ、ヒノキをふんだんに使用し、木のぬくもりや温かさを存分に
感じられる「いびがわ図書館」が完成しました。

　１階には、広々とした児童コーナーや木育ひろばなど、
小さいお子さんが楽しめるスペースを充実しました。
　また、２階には、一般書コーナーや学習室のほかに
静かな環境で学習・閲覧できるスペースを確保しました。

いびがわ図書館

リニューアル‼
 ☆購読新聞「日本経済新聞」が加わります。

 ☆雑誌は、「婦人画報」「アニメージュ」などが

　 新たに加わり、70 タイトルになります。

いびがわ




